
１　

は
じ
め
に　

封
国
制
の
恒
例
と
特
例
及
び
本
研
究
の
目
的

２　

王
莽
の
直
面
す
る
封
国
制
の
問
題

　

２
・
１　

王
莽
に
よ
る
封
国
制
改
革
の
目
的

　

２
・
２　

前
漢
末
期
封
国
の
実
状

　

２
・
３　

前
漢
封
国
沿
革
の
特
徴
と
そ
の
問
題

３　

王
莽
「
秉
政
」
期
に
お
け
る
封
国
改
革

　

３
・
１　

王
莽
の
封
国
制
改
革
の
ス
タ
ー
ト

　

３
・
２　

王
莽
の
外
戚
侯
に
た
い
す
る
対
策

　

３
・
３　

王
莽
の
宗
室
王
侯
へ
の
「
糾
正
」

　

３
・
４　
「
政
事
に
與
む
」
事
件
と
王
莽
版
の
「
衆
建
諸
侯
」

４　

新
帝
国
に
お
け
る
封
国
「
空
名
」
化
措
置

　

４
・
１　

侯
名
と
地
名
と
の
分
離

　

４
・
２　
「
封
拜
」
と
い
う
爵
官
合
一
化
措
置

　

４
・
３　

平
和
的
な
新
旧
封
王
制
の
交
代

５　

王
莽
の
封
国
改
革
の
特
徴
と
意
義

　

５
・
１　

次
第
に
破
綻
し
た
封
国
制
を
修
復
す
る
特
徴

　

５
・
２　

王
莽
封
国
制
改
革
の
後
時
代
へ
の
影
響

　

５
・
３　

王
莽
「
空
名
」
化
封
国
制
改
革
の
意
義

６　

お
わ
り
に

１　

は
じ
め
に 

封
国
制
の
恒
例
と
特
例
及
び
本
研
究
の
目
的

「『
周
礼
』「
地
官
・
封
人
」
に
「
凡
そ
国
を
封
ず
る
に
は
、
其
の
社
稷
の
壝

（
壇
、
お
土
居
の
類
）
を
設
け
、
そ
の
四
疆
を
封
ず
」
と
あ
る
。『
漢
書
』「
諸

侯
王
表
」
に
「
爵
五
等
を
立
て
、
国
八
百
を
封
ず
」
と
あ
る
。
ゆ
え
に
、
封
国

と
は
諸
侯
が
「
爵
」
に
よ
っ
て
天
子
か
ら
与
え
ら
れ
た
社
稷
あ
る
四
疆
を
封
じ

ら
れ
た
土
地
、
す
な
わ
ち
諸
侯
の
領
有
地
で
あ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
封

国
が
必
ず
「
爵
」
と
「
土
」
と
が
一
対
の
も
の
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
絶
対

要
件
と
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

「
爵
邑
」
と
は
爵
位
と
封
邑
で
あ
り
、
ま
た
「
爵
封
邑
」
と
も
い
う
。『
史
記
』

「
太
史
公
自
序
」
に
「
恵
景
の
閒
︐
維
れ
功
臣
・
宗
属
を
申
べ
、
爵
邑
あ
り
、「
恵

景
閒
侯
者
年
表
」
を
作
る
（
恵
景
之
閒
、
維
申
功
臣
宗
属
爵
邑
、
作
「
恵
景
閒

　
　
　
王
莽
に
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け
る
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制
改
革
の
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侯
者
年
表
」）」
と
あ
る
が
、「
諸
侯
既
に
彊
く
、
七
国
、
従
を
為
す
、
子
弟
、

衆
多
に
し
て
、
爵
封
邑
無
き
に
、
恩
を
推
し
義
を
行
ふ
。
其
埶
（
勢
）
銷
弱
し

て
、
徳
、
京
師
に
帰
す
。「
王
子
侯
者
年
表
」
を
作
る
（
諸
侯
既
彊
、
七
国
為

従
、
子
弟
衆
多
、
無
爵
封
邑
、
推
恩
行
義
、
其
埶
銷
弱
、
徳
帰
京
師
。
作
「
王

子
侯
者
年
表
」）」
と
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
前
漢
時
代
ま
で
は
爵
に
よ
っ
て
邑

を
封
じ
ら
れ
る
「
封
国
」
は
普
遍
的
な
存
在
で
あ
り
、
こ
れ
は
封
国
制
の
恒
例

で
あ
る
。

し
か
し
、
漢
時
代
に
は
爵
の
号
を
も
ら
っ
て
も
邑
地
を
得
ら
れ
な
い
特
例
も

あ
る
。
例
え
ば
、『
漢
書
』「
樊
噲
伝
」
に
「
爵
・
封
を
賜
は
り
、
賢
成
君
と

号
す
（
賜
爵
封
号
賢
成
君
）」
と
あ
り
、
張
晏
の
注
に
「
食
禄
封
君
に
比
す
る

も
、
邑
無
き
也
。（
食
禄
比
封
君
而
無
邑
也
）」
と
あ
り
、
顔
師
古
の
注
に
「
楚

漢
の
際
、
権
に
寵
栄
を
設
け
、
其
位
号
を
假
り
、
或
い
は
邑
地
を
得
、
或
い
は

空
（
か
ら
）
受
爵
し
、
此
例
多
き
な
り
（
楚
漢
之
際
、
権
設
寵
栄
、
假
其
位
号
、

或
得
邑
地
、
或
空
受
爵
、
此
例
多
矣
）」
と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
土
」
を
伴

わ
な
い
「
爵
」
は
、「
空
受
爵
」
と
呼
ば
れ
た
。

実
は
、
本
論
の
主
題
と
な
る
前
漢
と
後
漢
の
挟
間
に
あ
る
「
新
」
帝
国
時
代

に
お
け
る
王
莽
の
封
国
制
改
革
で
も
封
国
制
の
恒
例
と
特
例
と
も
み
ら
れ
る
。

例
え
ば
、『
漢
書
』「
王
莽
伝
」に
以
下
の
記
載
が
あ
る
。
始
建
国
四
年（
12
年
）に
、

「
莽
、
明
堂
に
至
り
、
諸
侯
に
茅
土
を
授
け
（
中
略
）
図
簿
未
だ
定
ま
ざ
る

を
以
て
、
未
だ
国
邑
を
授
け
ず
、
且
ら
く
都
内
よ
り
月
銭
数
千
を
受
奉
せ
し

む
。
諸
侯
皆
困
乏
し
、
庸
作
す
る
者
有
る
に
至
る
（
莽
至
明
堂
、
授
諸
侯
茅
土

（
中
略
）
以
図
簿
未
定
、
未
授
国
邑
、
且
令
受
奉
都
内
、
月
銭
数
千
。
諸
侯
皆

困
乏
、
至
有
庸
作
者
）」
と
あ
る
。

ま
た
天
鳳
四
年
（
17
年
）、「
莽
空
言
を
好
み
、
古
法
を
慕
い
、
多
く
人
に
爵

を
封
ず
る
こ
と
も
、
実
は
性
吝
嗇
な
り
て
、
託
つ
く
る
に
地
理
未
だ
定
ま
ら
ざ

る
を
以
て
し
、
故
に
且
ら
く
先
ず
茅
土
を
賦
え
、
用
つ
封
者
を
慰
め
喜
ば
す

（
莽
好
空
言
、
慕
古
法
、
多
封
爵
人
、
性
実
吝
嗇
、
託
以
地
理
未
定
、
故
且
先

賦
茅
土
、
用
慰
喜
封
者
）」
と
あ
る
。

こ
れ
ら
の
史
料
で
は
王
莽
が
「
多
く
人
に
爵
を
封
」
じ
た
の
は
当
時
、
封
国

制
の
恒
例
で
あ
る
が
、「
未
だ
国
邑
を
授
け
」
ざ
る
仕
方
は
、
封
国
制
の
特
例

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
王
莽
が
ど
の
よ
う
に
古
来
封
国
制
の
恒
例
と
特
例
と
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
っ
た
か
の
問
題
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
新
（
莽
）
時
代
の
封
国
制
は
歴
代
の
学
者
に
無
視
さ
れ
て
き
た
。

例
え
ば
、（
唐
）
杜
佑
『
通
典
』
は
中
国
の
歴
史
上
初
め
て
形
が
完
備
さ
れ
た

政
書
で
あ
る
が
、「
新
（
莽
）」
と
い
う
時
代
の
条
目
は
全
く
見
当
た
ら
な
い
。

（
清
）
王
本
驥
編
『
歴
代
職
官
表
』
に
「
宗
室
封
爵
」
と
い
う
条
目
が
あ
る
が
、

そ
の
な
か
に
「
新
（
莽
）」
と
い
う
時
代
の
条
目
は
な
い
。
王
莽
時
代
の
封
国

制
は
本
当
に
そ
れ
ほ
ど
記
載
す
る
必
要
が
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
本
論
で
は
決
し

て
そ
う
で
は
な
い
と
結
論
づ
け
た
い
。
こ
の
問
題
が
今
日
ま
で
等
閑
視
さ
れ
て

き
た
背
景
に
は
、
歴
史
書
を
編
纂
す
る
儒
教
学
者
ら
が
、
王
莽
政
権
の
正
統
性

や
帝
国
の
強
権
に
反
乱
を
起
こ
し
た
地
方
有
力
者
の
王
や
侯
に
対
す
る
偏
見
が

あ
っ
た
た
め
記
載
が
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
に
記
載

や
研
究
も
ま
た
十
分
に
試
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
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本
研
究
の
目
的
は
、
王
莽
が
ど
の
よ
う
な
前
漢
帝
国
に
残
さ
れ
た
封
国
制
の

破
綻
を
直
面
し
た
か
、
ど
の
よ
う
に
封
国
制
を
維
持
す
る
た
め
に
改
革
し
て
い

た
の
か
と
検
討
し
て
、
ど
の
よ
う
に
古
来
封
国
制
の
恒
例
と
特
例
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
ろ
う
か
の
試
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
し
て
王
莽
の
封
国
制
改

革
や
試
し
は
失
敗
し
た
と
考
え
て
も
後
代
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
っ
た
か

の
問
題
を
触
れ
た
い
。

２　

王
莽
の
直
面
す
る
封
国
制
の
問
題

　

２
・
１　

王
莽
に
よ
る
封
国
制
改
革
の
目
的

『
漢
書
』「
王
莽
伝
」
に
よ
れ
ば
、
始
建
国
元
（
９
）
年
正
月
朔
の
日
に
、
新

帝
国
が
成
立
し
た
あ
と
初
め
の
大
朝
会
が
開
か
れ
、
王
莽
は
一
連
の
建
国
綱
領

を
宣
言
し
た
。
そ
の
な
か
で
漢
帝
国
の
諸
侯
王
制
度
を
改
革
す
る
理
由
に
つ
い

て
言
及
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
天
二
日
無
く
、
土
二
王
無
き
は
、
百
王
の
不
易

の
道
也
。
漢
氏
の
諸
侯
或
い
は
王
と
称
し
、
四
夷
に
至
る
も
亦
た
之
の
如
き

は
、
古
典
に
違
い
、
一
統
に
繆
（
も
と
）
る
。（
天
無
二
日
、
土
無
二
王
、
百

王
不
易
之
道
也
。
漢
氏
諸
侯
或
称
王
、
至
于
四
夷
亦
如
之
、
違
於
古
典
、
繆
於

一
統
）」
と
あ
る
。
こ
こ
で
、
王
莽
は
明
白
に
前
漢
時
代
２
０
０
年
以
上
実
行

し
て
き
た
封
国
制
が
「
古
典
に
違
い
、
一
統
に
繆
（
も
と
）
る
」
と
指
摘
し

た
。
す
な
わ
ち
、
王
莽
は
前
漢
の
封
国
制
を
改
正
し
よ
う
と
す
る
理
由
は
少
な

く
と
も
二
つ
あ
り
、
一
つ
は
理
論
上
で
は
「
古
典
」
に
書
か
れ
て
い
る
封
建
制

と
「
違
」
う
こ
と
、
も
う
一
つ
は
現
実
上
で
は
新
し
い
時
代
の
帝
国
の
「
一
統
」

に
も
と
る
こ
と
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
違
於
古
典
」
と
い
う
指
摘
は
、
そ
の
意
は
『
資
治
通
鑑
』
胡
三

省
の
注
に
「
王
大
一
統
。
王
者
、
有
天
下
之
号
也
。
諸
侯
及
四
夷
称
之
、
非
古

也
。」
と
言
っ
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
前
漢
後
期
以
来
士
大
夫
ら

の
決
ま
り
文
句
だ
１

と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
漢
代
以
来
の
「
大

一
統
」
を
把
握
し
て
い
る
の
は
す
で
に
「
王
」
で
は
な
く
、「
皇
帝
」
に
あ
た

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
理
論
の
こ
と
で
は
な
く
、
現
実
の
問
題
で
あ

る
。つ

ま
り
、
漢
以
来
の
封
国
制
度
は
ど
う
い
う
点
で
「
繆
於
一
統
」
な
の
か
と

い
う
課
題
が
出
て
き
た
。
言
い
換
え
る
と
、
王
莽
が
一
体
ど
ん
な
封
国
制
の
問

題
に
直
面
し
て
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

２
・
２　

前
漢
末
期
封
国
の
実
状

前
漢
時
代
の
封
国
は
非
常
に
大
き
な
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
『
史
記
』
の

「
十
表
」
と
、『
漢
書
』
の
「
八
表
」
の
半
数
を
占
め
る
「
表
」
は
、
前
漢
の
諸

侯
王
や
侯
に
直
接
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
前
漢
に
お
け
る
封

国
が
当
時
ど
れ
ほ
ど
重
要
な
社
会
的
勢
力
だ
っ
た
か
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
『
史

記
』
の
「
漢
興
以
来
諸
侯
王
年
表
」「
高
祖
功
臣
侯
者
年
表
」「
恵
景
閒
侯
者
年

表
」「
建
元
以
来
侯
者
年
表
」「
建
元
已
来
王
子
侯
者
年
表
」
な
ど
の
五
表
で
あ

り
、『
漢
書
』
の
「
異
姓
諸
侯
王
表
」「
諸
侯
王
表
」「
王
子
侯
表
」「
外
戚
恩
沢

侯
表
」
な
ど
の
四
表
で
あ
る
。『
史
』『
漢
』
と
も
「
異
姓
諸
侯
王
」「
諸
侯
王
」

「
王
子
侯
」
が
あ
る
が
、「
外
戚
侯
」
と
「
恩
沢
侯
」
と
は
下
に
述
べ
る
よ
う
に

武
帝
以
降
の
時
代
特
徴
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
。
無
論
、
そ
れ
ら
の
五
種
類
の

「
王
」
と
「
侯
」
の
史
料
に
よ
っ
て
、
前
漢
時
代
の
「
爵
邑
」
と
し
て
の
封
国
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の
存
在
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
に
関
連
し
た
社
会
問
題
、
す
な
わ
ち
王
莽
が
改
革

す
る
前
に
直
面
し
て
い
た
封
国
の
問
題
も
隠
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以

下
、
基
本
的
に
『
漢
書
』
表
の
順
に
よ
っ
て
「
異
姓
諸
侯
王
」「
諸
侯
王
」「
王

子
侯
」「
外
戚
恩
沢
侯
」
と
そ
の
他
の
封
国
を
六
種
類
に
わ
け
て
述
べ
よ
う
。

第
一
は
「
尽
」
き
た
「
異
姓
諸
侯
王
国
」。『
漢
書
』「
異
姓
諸
侯
王
表
」
に

「
十
八
王
を
譜
し
」
て
、「
漢
は
尺
土
の
階
（
よ
る
べ
）
も
な
く
、
た
だ
一
剣
を

ふ
る
っ
て
敵
を
斃
（
た
お
）
す
こ
と
を
任
務
と
し
、
五
年
で
帝
業
を
成
就
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
は
書
伝
に
か
つ
て
記
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
何

ゆ
え
で
あ
ろ
う
か
。（
中
略
）
文
帝
の
と
き
に
至
っ
て
、
異
姓
の
王
は
尽
き
た
」

と
あ
る
。
異
姓
諸
侯
王
国
は
も
は
や
高
帝
か
ら
三
代
目
の
文
帝
ま
で
に
「
尽
」

き
た
。
い
わ
ば
前
漢
末
期
封
国
と
し
て
の
異
姓
諸
侯
王
の
勢
力
は
す
で
に
ゼ
ロ

と
な
っ
た
。

第
二
は
「
政
事
に
與
か
ら
ず
」
と
な
っ
た
「
諸
侯
王
国
」。『
漢
書
』「
百
官

公
卿
表
」
に
「
諸
侯
王
は
、
高
帝
初
め
て
置
く
、
金
璽
盭
綬
、
其
の
国
を
治
む

る
を
掌
る
」
と
あ
り
、「
諸
侯
王
表
」
に
劉
氏
宗
室
の
諸
侯
王
は
「
藩
屏
の
国

の
大
な
る
者
は
州
に
夸
が
り
郡
を
兼
ね
、
城
を
連
ね
る
こ
と
数
十
、
宮
室
・
百

官
の
制
度
を
京
師
と
同
じ
く
し
て
い
る
は
、（
秦
の
孤
立
の
失
敗
を
）
矯
め
よ

う
と
し
て
大
い
に
子
弟
を
封
じ
、
強
盛
に
過
ぎ
て
、
そ
の
中
庸
を
失
し
た
も
の

と
言
え
よ
う
。（
中
略
）
景
帝
は
七
国
の
難
に
遭
う
て
、
諸
侯
を
抑
え
、
そ
の

官
を
減
ら
し
降
し
た
。
武
帝
の
と
き
に
は
衡
山
・
淮
南
二
王
の
陰
謀
が
あ
っ
た

た
め
、
左
官
の
律
（
諸
侯
に
仕
え
る
役
人
を
処
罰
す
る
法
律
。
漢
代
は
右
を
と

う
と
び
、
天
子
を
捨
て
て
諸
侯
に
仕
え
る
者
を
左
官
と
称
し
た
）
を
作
り
、
附

益
の
法
（
諸
侯
を
封
ず
る
の
に
、
そ
の
限
度
を
こ
え
る
こ
と
を
禁
ず
る
法
律
）

を
設
け
た
。
諸
侯
は
惟
だ
衣
食
と
税
租
を
得
る
の
み
で
、
政
事
に
與
か
ら
ず
」２

と
あ
り
、
そ
の
「
諸
侯
国
」
は
武
帝
以
後
、
す
で
に
「
政
事
に
與
か
ら
ず
」
と

な
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。

第
三
は
「
耗
」（
そ
こ
）
な
っ
た
「
功
臣
」
侯
国
。『
漢
書
』「
高
恵
高
后
文

功
臣
表
」
に
「
漢
が
興
起
し
た
の
は
、
秦
の
二
世
元
年
の
秋
、
す
な
わ
ち
陳
渉

が
楚
王
と
自
称
し
た
年
に
は
じ
ま
り
、
は
じ
め
沛
公
の
雄
俊
な
総
指
揮
に
よ

り
、
三
年
に
し
て
西
の
か
た
秦
を
滅
ぼ
し
て
漢
王
の
号
を
立
て
、
五
年
に
し
て

東
の
か
た
項
羽
に
克
っ
て
皇
帝
の
位
に
即
き
、
八
年
に
し
て
天
下
は
よ
う
や
く

平
定
さ
れ
、
は
じ
め
て
功
績
を
は
か
っ
て
封
爵
を
定
め
た
。
高
祖
の
十
二
年
に

至
る
ま
で
、
侯
た
る
者
が
百
四
十
有
三
人
に
及
ん
だ
。（
中
略
）
子
孫
は
驕
慢
・

放
逸
で
、
そ
の
先
祖
の
艱
難
を
忘
れ
て
、
法
禁
に
陥
る
も
の
が
多
く
、
命
を
隕

し
国
を
亡
ぼ
し
、
あ
る
い
は
子
孫
を
亡
ぼ
し
た
。
孝
武
帝
の
後
元
年
間
に
は
、

わ
ず
か
に
残
っ
て
い
た
遺
種
も
い
な
く
な
り
、
耗
（
そ
こ
）
な
っ
た
」
と
あ
る
。

ゆ
え
に
、「
功
臣
」
の
「
国
」
は
武
帝
の
時
代
に
は
「
尽
く
」
の
で
は
な
く
、「
耗

（
そ
こ
）」
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

第
四
は
恩
寵
と
な
っ
た
「
外
戚
」
侯
国
。『
漢
書
』
に
「
外
戚
恩
沢
侯
表
」

が
あ
り
、「
恩
沢
侯
」
と
は
皇
帝
の
私
恩
に
よ
っ
て
侯
爵
を
封
じ
ら
れ
た
者
を

指
す
。「
外
戚
恩
沢
侯
表
」
は
『
史
記
』
に
は
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
前
漢
の

中
頃
以
後
、
外
戚
の
勢
力
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と
を
反
映
し
た
表
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
３

。
た
し
か
に
、「
表
」
に
載
せ
る
１
１
７
人
の
な
か
に
「
帝
舅
」
や

「
后
父
」
等
は
41
人
で
あ
り
、
全
体
の
35
％
を
占
め
る
４

。
四



表
の
序
文
に
「
漢
が
興
っ
た
と
き
、
外
戚
が
與
に
し
て
天
下
を
定
め
て
、
侯

に
封
ぜ
ら
れ
た
者
が
二
人
あ
っ
た
。
よ
っ
て
誓
い
を
立
て
、「
劉
氏
に
非
ざ
れ

ば
王
と
せ
じ
。
も
し
功
な
く
、
上
の
置
く
と
こ
ろ
に
非
ず
し
て
侯
た
る
者
あ
ら

ば
、
天
下
と
も
に
こ
れ
を
誅
せ
ん
」
と
言
っ
た
。
そ
の
た
め
高
后
が
呂
氏
の
一

族
を
王
に
し
よ
う
と
し
た
際
、
王
陵
は
廷
争
し
た
。
景
帝
が
王
氏
を
侯
に
封
じ

よ
う
と
し
た
際
、
脩
侯
は
主
上
の
顔
色
を
犯
し
て
手
き
び
し
く
諫
め
た
。
そ
の

た
め
つ
い
に
官
を
廃
め
し
り
ぞ
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
薄
昭
・
竇
嬰
・
上
官
・
衛
・

霍
が
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
の
は
、
功
労
を
以
て
爵
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

他
、
皇
后
の
父
の
場
合
は
『
春
秋
』
の
、
紀
子
を
褒
め
尊
ん
で
侯
と
し
た
義
に

拠
る
も
の
、
ま
た
、
帝
の
舅
の
場
合
は
『
詩
』「
大
雅
」
の
、
外
親
を
恩
寵
し

よ
う
と
し
て
申
伯
を
謝
邑
に
封
じ
た
意
に
縁
る
も
の
で
、
そ
の
範
囲
は
し
だ
い

に
広
が
っ
た
」
と
あ
る
。
や
は
り
、
前
漢
の
武
帝
期
以
後
、
外
戚
を
恩
寵
す
る

時
代
に
入
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
五
は
新
生
た
る
官
僚
（
特
に
士
大
夫
）の
侯
国
。『
漢
書
』「
外
戚
恩
沢
侯
表
」

の
な
か
に
外
戚
と
し
て
恩
沢
さ
れ
た
侯
が
多
く
存
在
す
る
一
方
で
、「
丞
相
を

以
っ
て
侯
さ
れ
る
」
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、「
表
」
の
序
文
に
「
武

帝
の
と
き
に
至
っ
て
、
元
勲
・
宿
将
は
ほ
ぼ
尽
き
て
い
な
く
な
っ
た
。
た
ま
た

ま
主
上
も
ま
た
文
学
（
が
く
も
ん
）
を
興
し
、
世
を
避
け
て
い
る
隠
士
を
抜
擢

し
、
か
く
て
公
孫
弘
は
海
の
ほ
と
り
か
ら
身
を
起
こ
し
て
宰
相
に
登
り
、
そ
こ

で
列
侯
の
爵
を
も
っ
て
こ
れ
を
尊
寵
し
た
。
ま
た
前
代
を
た
ず
ね
求
め
、
故
老

に
は
か
り
問
う
て
、
初
め
て
周
の
後
裔
を
得
た
の
で
、
ま
た
こ
れ
に
爵
邑
を
加

え
た
。
そ
れ
以
来
、
宰
相
は
こ
と
ご
と
く
侯
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
元
帝
・
成
帝
の

間
に
、
お
く
れ
て
殷
の
世
系
を
得
、

こ
れ
を
賓
客
と
し
て
の
位
に
置
い

た
」
と
あ
る
。

た
し
か
に
、
武
帝
が
公
孫
弘
を
抜

擢
し
て
宰
相
に
登
ら
し
め
、
列
侯
の

爵
を
も
っ
て
こ
れ
を
尊
寵
し
た
あ
と

に
、
前
漢
時
代
の
「
文
学
」
に
よ
り

官
僚
と
な
っ
た
人
物
、
す
な
わ
ち
士

大
夫
が
「
侯
」
に
封
じ
ら
れ
た
数
は

急
増
し
た
。
実
は
、
士
大
夫
侯
だ
け

で
は
な
く
武
帝
以
来
官
僚
が
功
あ
ら

ば
侯
に
封
じ
ら
れ
る
道
が
開
き
始

め
、
官
僚
侯
の
侯
国
が
多
く
な
っ

た
。
か
れ
ら
の
名
前
と
数
は
「
外
戚

恩
沢
侯
表
」
の
デ
ー
タ
を
「
以
丞
相

（
三
公
）
侯
」
と
「
以
（
某
職
）
侯
」

と
い
う
二
分
類
に
分
け
て
ま
と
め
れ

ば
下
表
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
こ
で
分
か
る
こ
と
は
、（
一
）

武
帝
期
に
は
「
以
丞
相
侯
」
は
あ
っ

た
が
、「
以
（
某
職
）
侯
」
の
ケ
ー

ス
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

『漢書』「外戚恩沢侯表」における「以丞相侯」と「以（某職）侯」５たる官僚・士大夫一覧
時代 「以丞相（三公）侯」 「以（某職）侯」 人数 備考（総数）６

武帝期 公孫弘・石慶・車千秋 3 12
昭帝期 楊敞・蔡義 張安世 3 7
宣帝期 韋賢・魏相・黄覇・于定国 趙充国・王遷・田広明・田延年・便楽成・丙吉 10 20
元帝期 匡衡 1 3
成帝期 張禹・薛宣・翟方進・孔光 何武・師丹 6 18
哀帝期 朱博・王嘉 彭宣・董賢・孫寵・息夫躬 6 18
平帝期 馬宮（大司徒）・王崇（大

司空）
甄豐・甄邯・平晏・劉歆・孔永・孫遷・王惲・
閻遷・孫建・侯輔・陳馮・杜勲

14 39

合計 18 25 43 117

五



る
。
ゆ
え
に
官
僚
の
「
封
侯
」
は
「
以
丞
相
侯
」
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。（
二
）
43
人
の
な
か
に
17
人
（
下
線
を
引
く
名
前
）
は
儒
学
出

身
の
士
大
夫
で
あ
り
、
総
数
の
40
％
を
占
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。（
三
）
前

漢
の
末
期
、
す
な
わ
ち
「
王
莽
秉
政
」
の
平
帝
期
の
14
名
の
人
数
は
武
帝
以
来

各
時
代
の
人
数
よ
り
多
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
王
莽
が
非
常
に
官
僚
と
く
に
士

大
夫
を
信
頼
し
た
こ
と
が
分
か
る
。（
四
）
前
漢
期
「
功
」
に
よ
っ
て
「
侯
」

と
な
っ
た
文
官
の
台
頭
が
目
立
ち
、
そ
れ
が
こ
の
時
代
の
特
徴
で
あ
る
。

第
六
は
、
そ
の
他
、『
漢
書
』「
外
戚
恩
沢
侯
表
」
の
な
か
に
上
述
し
た
外
戚
・

丞
相
な
ど
の
官
職
を
以
っ
て
侯
と
さ
れ
た
例
以
外
に
は
、
ま
た
、「
継
絶
世
」

「
王
四
夷
君
長
」７
「
封
方
士
」「
婦
人
爵
邑
」
な
ど
の
封
国
で
あ
る
。
例
え
ば
、

「
外
戚
恩
沢
侯
表
」
の
序
文
に
「
古
よ
り
受
命
の
君
及
び
中
興
の
君
は
、
必
ず

滅
国
を
再
興
し
絶
家
を
継
続
し
、
廃
官
を
修
立
し
逸
民
を
挙
用
し
た
が
、
そ
う

し
た
後
に
天
下
人
心
が
仁
に
帰
し
、
四
方
の
政
治
が
よ
く
行
な
わ
れ
た
。（
中

略
）
行
賞
し
て
位
を
授
け
る
に
及
ん
で
、
爵
は
功
労
に
よ
っ
て
先
後
を
き
め
、

官
は
能
力
に
よ
っ
て
序
列
し
た
。
後
嗣
は
お
の
れ
を
恭
し
ん
で
業
に
従
い
、
旧

臣
は
踵
を
継
い
で
つ
ぎ
つ
ぎ
位
に
い
た
（
自
古
受
命
及
中
興
之
君
、
必
興
滅
継

絶
、
修
廃
挙
逸
、
然
後
天
下
帰
仁
、
四
方
之
政
行
焉
。（
中
略
）
及
其
行
賞
而

授
位
也
、
爵
以
功
為
先
後
、
官
用
能
為
次
序
。
後
嗣
共
己
遵
業
、
旧
臣
継
踵
居

位
。）」
と
言
っ
た
。
こ
れ
が
「
興
滅
継
絶
」
の
政
略
を
以
っ
て
な
さ
れ
た
封
侯

の
例
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
武
帝
時
代
の
周
子
南
君
姫
嘉
は
「
周
後
を
以
て
詔

し
て
褒
せ
ら
れ
侯
た
り
」、
成
帝
時
代
の
殷
紹
嘉
侯
孔
何
斉
は
「
殷
の
後
、
孔

子
世
吉
の
適
子
を
以
て
侯
た
り
」。
ま
た
、
武
帝
の
と
き
の
楽
通
侯
の
欒
大
は
、

「
方
術
を
以
て
」
侯
に
封
じ
ら
れ
た
。

　

２
・
３　

前
漢
封
国
沿
革
の
特
徴
と
そ
の
問
題

前
漢
封
国
に
お
け
る
５
つ
の
主
な
タ
イ
プ
と
沿
革
を
表
に
す
れ
ば
、「
前
漢

封
国
沿
革
表
」
に
示
す
よ
う
に
、
諸
侯
王
国
は
漢
初
期
に
「
夸
州
兼
郡
、
連
城

数
十
、
宮
室
百
官
同
制
京
師
」
と
い
う
よ
う
な
強
大
な
勢
力
で
あ
っ
た
が
、
武

帝
時
代
か
ら
「
惟
得
衣
食
税
租
、
不
與
政
事
」
と
弱
体
し
た
。「
異
姓
諸
侯
王
」

国
は
秦
末
の
戦
争
が
終
わ
っ
た
時
の
論
功
行
賞
の
産
物
で
あ
っ
た
が
、
高
帝
か

ら
三
代
目
の
文
帝
時
代
に
至
っ
て
「
尽
」
き
た
。
そ
れ
は
前
漢
諸
封
国
の
中
で

は
最
も
短
命
な
も
の
と
い
え
よ
う
。「
功
臣
」
侯
国
も
戦
後
に
「
論
功
而
定
封
」

し
た
も
の
だ
っ
た
が
、
次
第
に
「
子
孫
は
驕
慢
・
放
逸
で
、
そ
の
先
祖
の
艱
難

を
忘
れ
て
、
法
禁
に
陥
る
も
の
が
多
く
、
命
を
隕
し
国
を
亡
ぼ
し
、
あ
る
い
は

子
孫
を
亡
ぼ
し
た
」
と
し
て
、
武
帝
時
代
に
「
靡
有
孑
遺
、
耗
矣
」
と
な
っ
た
。

「
外
戚
」
侯
国
は
外
戚
の
盛
大
に
よ
っ
て
弱
い
勢
力
か
ら
武
帝
期
に
及
ん
で
よ

う
や
く
強
大
な
勢
力
と
な
っ
た
。「
丞
相
」
侯
国
の
形
成
は
武
帝
が
「
興
文
学

（
が
く
も
ん
）、
進
抜
幽
隠
」
と
い
う
儒
者
を
抜
擢
す
る
政
策
と
と
も
に
、
士
大

夫
官
僚
層
の
勢
力
が
徐
々
に
成
長
し
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
前
漢
代

の
最
も
新
し
い
時
代
的
な
封
国
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
王
莽
は
外
戚
か
ら
出
身
し
た
「
新
都
侯
」
で
あ
る
が
、
帝
国

の
実
権
力
者
で
も
あ
り
、
外
戚
が
君
主
集
権
に
邪
魔
に
な
る
こ
と
を
よ
く
知
っ

て
い
た
の
で
、
む
し
ろ
士
大
夫
の
立
場
に
立
ち
封
国
制
を
改
革
し
た
の
で
あ
る
。

上
表
の
「
前
漢
末
期
」
欄
に
着
目
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
王
莽
が
「
秉

政
」
し
始
め
た
平
帝
期
に
お
け
る
封
国
勢
力
と
し
て
主
な
も
の
は
諸
侯
王
国
・

六



「
外
戚
」
侯
国
・「
丞
相
」
侯
国
の

三
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
な
か
で
最

も
勢
力
を
持
っ
た
の
は
「
外
戚
」

侯
国
で
あ
り
、
そ
れ
は
武
帝
期
以

後
外
戚
政
治
が
台
頭
し
て
き
た
結

果
で
あ
る
。
王
莽
に
と
っ
て
は

「
新
」
帝
国
の
中
央
集
権
者
へ
の

最
も
強
い
ラ
イ
バ
ル
と
な
っ
た
。

二
番
目
の
勢
力
は
諸
侯
王
国
で
あ

り
、
そ
れ
は
す
で
に
腐
敗
に
よ
っ

て
「
政
事
に
與
か
ら
ず
」
と
弱
体

化
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、

宗
室
と
血
縁
を
も
つ
と
い
う
こ
と

も
あ
り
前
漢
前
半
に
お
い
て
は
非

常
に
中
央
政
府
の
邪
魔
を
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
王
莽
の
権

力
を
脅
か
し
た
「
政
事
」
勢
力
と
な
る
最
大
な
敵
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。「
丞

相
」
侯
国
と
い
う
勢
力
は
元
帝
期
以
来
改
革
路
線
の
中
核
と
な
る
勢
力
で
あ

り
、
む
し
ろ
王
莽
改
革
の
協
力
者
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
劉
氏
宗
室
・

外
戚
・
士
大
夫
三
者
の
勢
力
に
対
し
て
い
か
な
る
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
の
か
が
、

当
時
の
王
莽
が
向
き
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
封
国
の
問
題
で
あ
る
。

３　

王
莽
「
秉
政
」
期
に
お
け
る
封
国
制
改
革

『
漢
書
』「
平
帝
紀
」
に
は
紀
元
の
１
年
に
中
山
王
劉
衎
は
皇
帝
の
位
に
即
き
、

「
帝
年
九
歳
、
太
皇
太
后
臨
朝
、
大
司
馬
莽
秉
政
、
百
官
総
己
以
聴
於
莽
。」
と

記
さ
れ
て
い
る
。
王
莽
は
「
秉
政
」
し
て
か
ら
ま
も
な
く
元
始
元
年
の
年
始
に

速
や
か
に
、
封
国
に
関
す
る
動
き
を
開
始
し
た
。

　

３
・
１　

王
莽
の
封
国
制
改
革
の
ス
タ
ー
ト

『
漢
書
』「
平
帝
紀
」
の
記
載
に
よ
る
と
、
王
莽
が
「
秉
政
」
し
は
じ
め
た

元
始
元
年
春
正
月
に
封
国
に
た
い
し
て
い
く
つ
か
の
動
き
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、

１
、
宗
室
に
「
王
」「
列
侯
」
を
封
じ
た
こ
と
。
２
、
定
陶
傅
太
后
な
ど
の
外

戚
に
「
経
法
を
守
っ
て
指
（
さ
し
ず
）
を
阿
（
お
も
ね
）
ら
ず
邪
（
よ
こ
し
ま
）

に
従
わ
ず
」、「
中
山
王
を
迎
え
て
」「
即
位
」
さ
せ
た
士
大
夫
ら
に
「
関
内
侯
」

の
爵
位
や
「
食
邑
」
を
与
え
た
こ
と
。
３
、「
諸
侯
王
・
公
・
列
侯
・
関
内
侯
」

の
子
孫
を
優
遇
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

『
漢
書
』「
平
帝
紀
」
に
「
故
の
東
平
王
雲
の
太
子
開
明
を
立
て
て
王
と
為

し
、
故
の
桃
郷
頃
侯
の
子
成
都
を
中
山
王
と
為
す
。
ま
た
宣
帝
の
耳
孫
（
玄
孫

の
子
）
信
等
三
十
六
人
を
封
じ
て
皆
列
侯
と
為
す
。
太
僕
王
惲
等
二
十
五
人

は
、
前
に
陶
傅
太
后
の
尊
号
を
議
し
て
定
め
た
と
き
、
経
法
を
守
り
、
指
（
さ

し
ず
）
を
阿
（
お
も
ね
）
ら
ず
邪
を
従
わ
な
か
っ
た
の
で
、
ま
た
右
将
軍
孫
建

は
爪
牙
・
腹
心
の
大
臣
で
あ
り
、
大
鴻
臚
咸
は
前
に
正
論
し
て
阿
ら
ず
、
の
ち

符
節
を
奉
じ
使
者
と
し
て
中
山
王
を
迎
え
た
の
で
、
ま
た
宗
正
劉
不
悪
・
執
金

吾
任
岑
・
中
郎
将
孔
永
・
尚
書
令
姚
恂
・
沛
郡
太
守
石
詡
ら
は
、
皆
前
に
建
策

し
東
の
か
た
に
中
山
王
を
迎
え
て
そ
の
即
位
を
推
進
し
、
事
を
奉
じ
て
周
到
・

前漢封国沿革表（〇の大きさで勢力を示す。×＝勢力ゼロ）
前漢初期 前漢末期 特 徴

異姓諸侯王国 ○ × 地方勢力として消滅された。
高帝～文帝に「尽く」した

諸侯王国 ○ ○ 「横逆」造反して弾圧された。
強大な政治勢力　→　弱体化

「功臣」侯国 ○ ○
「子孫驕逸」「多陥法禁，隕命亡
国」より武帝から「耗な」った

「外戚」侯国 ○ ○ 外戚の盛大になり。
弱い勢力　→　強大化

「丞相」侯国 × ○ 武帝以降士大夫官僚層の形成に
より、ゼロ～徐々成長
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勤
勉
で
あ
っ
た
の
で
、
関
内
侯
の
爵
位
を
賜
わ
り
、
そ
の
食
邑
に
そ
れ
ぞ
れ
差

等
が
あ
っ
た
。
即
位
の
た
め
帝
が
徴
（
め
）
さ
れ
た
際
、
途
中
通
過
し
た
県
邑

に
お
け
る
二
千
石
以
下
、
佐
史
ま
で
の
役
人
に
爵
位
を
賜
い
、
そ
れ
ぞ
れ
差
等

が
あ
っ
た
。
ま
た
諸
侯
王
・
公
・
列
侯
・
関
内
侯
の
、
子
が
な
く
て
孫
の
あ
る
者
、

兄
弟
の
子
を
養
子
と
し
て
い
る
者
は
、
皆
そ
れ
を
嗣
子
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
し
た
。
公
・
列
侯
の
嗣
子
で
耐
罪
以
上
の
罪
が
あ
る
者
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
申
し
請
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
宗
室
と
の
親
属
関
係
が
ま
だ
尽
き
な
い
の

に
、
罪
の
た
め
断
絶
し
て
い
る
者
は
、
そ
の
属
籍
を
復
活
さ
せ
た
」
と
あ
る
。

要
す
る
に
上
述
し
た
前
漢
末
期
に
存
在
し
た
劉
氏
宗
室
・
外
戚
・
士
大
夫
三

者
の
勢
力
に
対
し
て
、
王
莽
は
ま
ず
劉
氏
宗
室
を
支
え
る
大
義
名
分
を
表
面
に

立
て
て
、
士
大
夫
と
は
同
盟
し
て
、
外
戚
を
敵
と
し
て
攻
撃
目
標
と
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
出
来
事
は
、
勿
論
王
莽
が
新
し
い
皇
帝
と
し
て
即
位
す

る
に
際
し
て
の
必
要
不
可
欠
な
作
業
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
彼
が
ど

の
よ
う
な
立
場
に
立
っ
て
今
後
の
封
国
改
革
を
行
お
う
と
し
て
い
た
の
か
の
表

現
で
も
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

３
・
２　

王
莽
の
外
戚
侯
に
た
い
す
る
対
策

『
漢
書
』「
外
戚
伝
」
の
元
寿
二
年
（
前
１
）
に
、「
哀
帝
が
崩
御
す
る
と
、

王
莽
は
政
事
を
秉
り
、
役
人
に
丁
氏
・
傅
氏
の
罪
悪
を
奏
上
さ
せ
た
。
莽
は
太

皇
太
后
の
詔
を
も
っ
て
二
氏
の
一
族
の
官
爵
を
す
べ
て
罷
免
し
、
丁
氏
の
一
族

は
移
さ
れ
て
故
郡
に
帰
っ
た
。
莽
は
奏
上
し
、
傅
太
后
の
号
を
貶
（
お
と
）
し

て
定
陶
共
王
母
と
し
、
丁
太
后
の
号
を
丁
姫
と
し
た
」
と
あ
る
。

こ
こ
で
漢
の
哀
帝
が
崩
御
し
た
元
寿
二
年
（
前
１
）
に
も
、
王
莽
が
い
ち
早

く
哀
帝
の
祖
母
の
傅
太
后
と
母
の
丁
太
后
（
２
人
と
も
す
で
に
死
ん
で
い
る
）

の
号
を
降
格
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
実
は
、
数
年
後
２
人
の
御
陵
を
破
壊
し
た

こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
王
莽
一
族
も
外
戚
、
し
か
も
前
漢
時
代
後
期
に
お

け
て
最
も
強
い
一
族
で
あ
っ
た
が
、
王
莽
は
自
分
の
一
族
を
も
弾
圧
し
た
か
ど

う
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
『
漢
書
』「
王
莽
伝
」
に
次
の
史
料
が
あ
る
。

元
寿
二
（
前
１
）
年
、「
紅
陽
侯
立
は
太
后
の
実
弟
で
、
位
に
は
就
い
て
い

な
か
っ
た
が
、
莽
は
内
心
、
諸
父
と
し
て
の
立
を
敬
遠
し
、
立
が
太
后
に
悠
容

せ
ま
ら
ず
も
の
を
言
い
、
太
后
を
お
の
れ
の
意
の
ま
ま
に
さ
せ
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
を
お
そ
れ
、
そ
こ
で
ま
た
（
孔
）光
に
立
の
旧
悪
を
奏
上
さ
せ
た
。（
中
略
）

し
か
し
太
后
は
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
莽
は
言
っ
た
。『
い
ま
や
漢
の

王
室
は
衰
え
て
、
世
ご
と
に
世
継
ぎ
が
お
ら
れ
ず
、
太
后
が
お
独
り
で
幼
主
に

代
り
政
務
を
統
べ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と
、
誠
に
恐
懼
に
堪
え
ま
せ
ん
。
つ
と
め

て
公
正
を
旨
と
し
て
天
下
の
公
事
を
先
に
な
さ
れ
て
も
、
な
お
従
い
な
つ
か
な

い
こ
と
を
恐
れ
て
い
ま
す
の
に
、
い
ま
太
后
に
は
私
恩
に
よ
っ
て
大
臣
の
議
論

に
逆
ろ
う
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
で
は
下
々
の
多
く
邪
に
傾
き
、
乱
は

こ
こ
か
ら
起
り
ま
し
ょ
う
。
よ
ろ
し
く
し
ば
ら
く
つ
か
わ
し
て
領
国
に
就
か
せ

る
の
が
よ
く
、
国
家
が
安
定
し
た
な
ら
そ
の
後
で
ま
た
召
さ
れ
る
べ
き
か
と
ぞ

ん
じ
ま
す
。』
太
后
は
や
む
を
得
ず
立
を
領
国
に
就
か
せ
た
。（
紅
陽
侯
立
太
后

親
弟
、
雖
不
居
位
、
莽
以
諸
父
内
敬
憚
之
、
畏
立
従
容
言
太
后
、
令
己
不
得
肆

意
、
乃
復
令
光
奏
立
旧
悪
。（
中
略
）
太
后
不
聴
。
莽
曰
：『
今
漢
家
衰
、
比
世

無
嗣
、
太
后
独
代
幼
主
統
政
、
誠
可
畏
懼
、
力
用
公
正
先
天
下
、
尚
恐
不
従
、

今
以
私
恩
逆
大
臣
議
如
此
、
群
下
傾
邪
、
乱
従
此
起
。
宜
可
且
遣
就
国
、
安
後
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復
徴
召
之
。』
太
后
不
得
已
、
遣
立
就
国
。）」
と
あ
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
王
莽
が
士
大
夫
ら
と
と
も
に
、
氏
族
を
問
わ
ず

傅
・
丁
・
王
氏
ら
の
外
戚
み
な
を
弾
圧
し
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
理
由

は
、「
公
正
を
旨
と
し
て
天
下
の
公
事
を
先
に
な
さ
れ
て
」、「
私
恩
に
よ
っ
て

大
臣
の
議
論
に
逆
ろ
う
」
と
は
い
け
な
い
で
あ
る
。
も
し
そ
う
す
れ
ば
、「
乱

は
こ
こ
か
ら
起
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
８

。

そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
王
莽
は
自
分
の
息
子
に
ま
で
「
私
恩
」
を
許
さ
な
か
っ

た
。『
漢
書
』「
云
敞
伝
」
に
、
元
始
三
年
、「
安
漢
公
（
莽
）
の
嗣
子
宇
と
帝

の
外
戚
衛
氏
と
が
陰
謀
を
く
わ
だ
て
、
宇
は
獄
に
下
っ
て
死
に
、
衛
氏
は
誅
殺

さ
れ
た
」
と
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
王
莽
は
封
国
の
改
革
を
始
め
た
。「
郡
や
国
の
所
属
を
再
区
分

し
て
、
存
廃
変
改
を
行
」っ
た
。

　

３
・
３　

王
莽
の
宗
室
王
侯
へ
の
「
糾
正
」

『
漢
書
』「
平
帝
紀
」
に
以
下
の
史
料
が
あ
り
、
王
莽
が
政
権
を
握
っ
て
か
ら

５
年
目
の
元
始
五
年
の
春
正
月
、
王
莽
が
皇
帝
の
宗
室
の
十
余
万
人
に
対
し

て
、「
郡
・
国
ご
と
に
宗
師
を
置
い
て
そ
の
氏
族
を
糾
正
し
、
秩
二
千
石
の
う

ち
よ
り
徳
義
あ
る
者
を
選
ん
で
宗
師
と
せ
よ
」
と
し
た
。

「（
元
始
）
五
年
の
春
正
月
、
明
堂
で
祫
祭
し
た
。
諸
侯
王
二
十
八
人
・
列
侯

百
二
十
人
・
宗
室
の
子
弟
九
百
余
人
が
徴
（
め
）
さ
れ
て
祭
事
を
助
け
た
。
礼

式
終
っ
て
、
み
な
そ
れ
ぞ
れ
封
戸
を
増
さ
れ
、
爵
位
及
び
金
・
帛
を
賜
わ
り
、

秩
禄
を
増
さ
れ
官
職
に
叙
任
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
は
ま
た
お
の
お
の
差
等
が

あ
っ
た
（
五
年
春
正
月
、
祫
祭
明
堂
、
諸
侯
王
二
十
八
人
・
列
侯
百
二
十
人
・

宗
室
子
九
百
余
人
徴
助
祭
。
礼
畢
、
皆
益
戸
、
賜
爵
及
金
帛
、
増
秩
補
吏
、
各

有
数
）」
と
あ
る
。

元
始
５
年
、
太
皇
太
后
は
詔
を
下
し
て
言
っ
た
。「
お
も
う
に
、
帝
王
は
徳

を
以
て
ま
ず
民
を
い
つ
く
し
み
︐
そ
の
次
に
肉
親
に
及
ぼ
す
、
と
聞
い
て
い

る
。
昔
、
堯
は
九
族
に
睦
み
︐
舜
は
順
序
を
も
っ
て
九
族
に
手
あ
つ
く
し
た
。

朕
は
皇
帝
が
幼
い
の
で
、
し
ば
ら
く
国
政
を
統
（
す
）
べ
て
い
る
が
、
思
う
に

宗
室
の
子
は
皆
太
祖
高
皇
帝
の
子
孫
及
び
兄
弟
呉
頃
・
楚
元
の
後
裔
で
、
漢
初

か
ら
今
日
に
至
っ
て
、
十
余
万
人
お
り
、
そ
の
中
に
は
王
侯
の
属
も
お
る
と
は

い
え
、
互
い
に
糾
正
し
あ
う
こ
と
が
で
き
ず
、
刑
罪
に
陥
っ
て
い
る
者
も
あ
る

が
、
こ
れ
は
教
訓
の
至
ら
ぬ
咎
（
と
が
）
で
あ
る
。
古
伝
に
も
、『
君
子
、
親

に
篤
け
れ
ば
、
則
ち
民
、
仁
に
興
る
。』
と
あ
る
で
は
な
い
か
。
そ
れ
、
宗
室

の
、
太
上
皇
以
来
の
族
親
た
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
世
系
の
氏
族
を
率
い
、
郡
・

国
ご
と
に
宗
師
を
置
い
て
そ
の
氏
族
を
糾
正
し
、
秩
二
千
石
の
う
ち
よ
り
徳
義

あ
る
者
を
選
ん
で
宗
師
と
せ
よ
。
教
訓
・
命
令
に
従
わ
ぬ
者
、
無
実
の
罪
で
職

を
失
う
た
者
を
考
察
し
、
宗
師
は
書
面
を
郵
送
し
て
宗
伯
に
告
げ
、
上
聞
を
請

う
こ
と
が
で
き
る
。
常
に
年
の
正
月
を
も
っ
て
宗
師
に
帛
を
十
匹
あ
て
賜
う
こ

と
と
す
る
。（「
蓋
聞
帝
王
以
徳
撫
民
、
其
次
親
親
以
相
及
也
。
昔
堯
睦
九
族
、

舜
惇
叙
之
。
朕
以
皇
帝
幼
年
、
且
統
国
政
、
惟
宗
室
子
皆
太
祖
高
皇
帝
子
孫
及

兄
弟
呉
頃
・
楚
元
之
後
、
漢
元
至
今
、
十
有
余
万
人
、
雖
有
王
侯
之
属
、
莫
能

相
糾
、
或
陥
入
刑
罪
、
教
訓
不
至
之
咎
也
。
伝
不
云
乎
。『
君
子
篤
於
親
、
則

民
興
於
仁
。』
其
為
宗
室
自
太
上
皇
以
来
族
親
、
各
以
世
氏
、
郡
国
置
宗
師
以

糾
之
、
致
教
訓
焉
。
二
千
石
選
有
徳
義
者
以
為
宗
師
。
考
察
不
従
教
令
有
冤
失
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職
者
、
宗
師
得
因
郵
亭
書
言
宗
伯
、
請
以
聞
。
常
以
歳
正
月
賜
宗
師
帛
各
十

匹
。」）」
と
あ
る
。

つ
ま
り
、
漢
の
平
帝
の
即
位
し
た
と
き
外
戚
封
国
を
弾
圧
し
な
が
ら
、
大
義

名
分
に
よ
っ
て
大
量
に
王
室
に
爵
位
を
授
け
た
あ
と
、
新
し
く
「
徳
義
あ
る
者

（
士
大
夫
）
を
選
ん
で
宗
師
と
し
」
て
、
厳
し
く
「
糾
正
し
」「
考
察
し
」
と
い

う
こ
と
が
始
ま
っ
た
。

「
前
漢
時
代
諸
侯
国
の
数
一
覧
表
」
で
わ
か
る
の
は
単
純
に
数
で
計
算
す
れ

ば
王
莽
が
「
秉
政
」
し
た
平
帝
期
の
王
子
侯
数
27
は
前
漢
全
体
の
第
５
位
、
功

臣
侯
数
の
ゼ
ロ
、
外
戚
恩
沢
侯
数
39
は
全
体
の
１
位
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

　

３
・
４　
「
政
事
に
與
る
」
事
件
と
王
莽
版
の
「
衆
建
諸
侯
」

「
王
莽
伝
」
に
居
摂
２
年
「
九
月
、
東
郡
の
太
守
翟
義
は
都
試
を
行
い
、
兵

車
騎
馬
を
整
備
し
た
機
会
を
も
っ
て
行
動
を
開
始
し
た
。
厳
郷
侯
劉
信
を
立
て

て
天
子
と
し
、
郡
・
国
に
檄
文
を
飛
ば
し
て
言
う
よ
う
、『
莽
は
平
帝
を
毒
殺

し
、
代
っ
て
天
子
の
位
に
つ
き
、
漢
の
王
室
を
滅
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
。
今
つ

つ
し
み
て
天
罰
を
行
な
い
莽
を
誅
伐
す
る
』
と
し
、
諸
郡
国
は
去
就
に
迷
い
惑

い
、
そ
の
衆
は
十
余
万
人
」
と
あ
る
。

「
翟
方
進
伝
」
に
居
摂
２
年
、「
諸
将
は
東
の
か
た
陳
留
郡
の
菑
に
至
っ
て
、

義
と
会
戦
し
て
、
こ
れ
を
破
り
、
劉
璜
の
首
を
斬
っ
た
。
莽
は
大
い
に
喜
ん

で
、
ま
た
詔
を
下
し
て
言
っ
た
。『（
中
略
）
い
ま
ま
ず
車
騎
都
尉
孫
賢
ら
五
十

五
人
を
封
じ
て
み
な
列
侯
と
し
、
封
邑
の
戸
数
は
別
に
改
め
て
定
め
る
こ
と

と
す
る
。
使
者
を
つ
か
わ
し
て
黄
金
の
印
と
赤
い
組
紐
、
お
よ
び
朱
輸
の
車

を
奉
持
し
て
こ
れ
を
軍
中
で
拜
授
さ
せ
た
』
よ
っ
て
天
下
に
大
赦
を
行
っ
た

（「
諸
将
東
至
陳
留
菑
、
與
義
会
戦
、
破
之
、
斬
劉
璜
首
。
莽
大
喜
、
復
下
詔
曰

『（
中
略
）
今
先
封
車
騎
都
尉
孫
賢
等
五
十
五
人
皆
為
列
侯
、
戸
邑
之
数
別
下
。

遣
使
者
持
黄
金
印
・
赤
韍
縌
・
朱
輸
車
、
即
軍
中
拜
授
。』
因
大
赦
天
下
。）」

と
あ
る
。

そ
の
時
代
の
史
料
か
ら
わ
か
る
の
は
以
下
の
四
つ
で
あ
る
。（
一
）
士
大
夫

の
一
部
は
平
帝
の
死
に
よ
っ
て
、
王
莽
に
対
す
る
反
乱
を
起
し
た
こ
と
。（
二
）

一
部
の
宗
室
諸
侯
国
は
王
莽
に
反
対
す
る
政
治
的
な
道
具
と
し
て
利
用
さ
れ
た

前漢時代諸侯国の数一覧表：（『漢書』「王子侯表」「高帝高后文功臣表」「景
武昭宣元成功臣表」「外戚恩沢侯表」より）

時代 王子侯数 功臣侯数 外戚恩沢侯数 計
高帝 3 153９ 3 159
恵帝 0 3 0 3
呂后 3 31 15 49
文帝 14 27 3 44
景帝 7 29 4 40
武帝 178 89 12 279
昭帝 12 15 7 34
宣帝 63 36 21 120
元帝 48 6 3 57
成帝 43 30 18 91
哀帝 9 0 18 27
平帝 27 0 39 66
総計 407 419 143 969
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こ
と
。（
三
）
王
氏
外
戚
侯
は
王
莽
政
権
を
守
っ
た
こ
と
。（
四
）
王
莽
が
『
礼

記
』
に
基
づ
き
、
叛
乱
の
弾
圧
に
功
労
を
あ
げ
た
将
帥
た
ち
を
功
臣
侯
と
し
て

侯
・
伯
・
子
・
男
・
附
城
（
関
内
）
侯
を
数
百
人
に
し
た
こ
と
。
つ
ま
り
、
王

莽
は
「
新
」
帝
国
を
建
立
す
る
直
前
に
、
士
大
夫
と
宗
室
に
よ
る
造
反
で
、
す

で
に
「
政
事
に
與
（
あ
ず
）
か
ら
ぬ
」
宗
室
封
国
の
質
が
か
わ
っ
て
、
王
莽
を

反
対
す
る
政
治
勢
力
と
な
っ
て
、
士
大
夫
の
一
部
も
信
頼
で
き
無
く
な
っ
た
。

そ
し
て
、「
新
」
帝
国
に
向
か
っ
て
い
る
王
莽
が
宗
室
封
国
を
警
戒
し
は
じ
め
、

外
戚
封
国
に
依
頼
し
、
新
し
く
功
臣
封
国
を
創
ろ
う
と
い
う
動
き
が
出
て
く
る

の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
一
連
の
封
爵
す
る
動
き
は
む
し
ろ
「
衆
建
諸
侯
而
少
其
力
」
と

い
う
文
帝
期
封
国
政
策
の
王
莽
版
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

４　
「
新
」
帝
国
に
お
け
る
封
国
「
空
名
」
化
措
置

「
王
莽
伝
」
に
は
王
莽
は
「
摂
皇
帝
当
為
真
」
と
い
う
讖
言
に
よ
っ
て
「
假

皇
帝
」
と
号
し
て
、
年
号
も
「
居
摂
三
年
を
以
て
初
始
10

元
年
と
為
す
」
と
し

た
と
あ
る
。「
新
」
帝
国
が
建
立
さ
れ
て
、
は
や
く
も
二
つ
の
封
国
改
革
す
る

「
封
拜
」
と
い
う
爵
官
の
合
一
化
と
「
授
国
」
せ
ず
五
等
爵
と
い
う
二
大
柱
を

樹
立
し
た
。
そ
れ
ら
を
述
べ
る
前
に
ま
ず
前
漢
末
か
ら
王
莽
期
ま
で
の
「
侯
」

名
と
地
名
と
の
分
離
現
象
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

４
・
１　

侯
名
と
地
名
と
の
分
離

『
漢
書
』「
百
官
公
卿
表
」
に
「
列
侯
所
食
県
曰
国
」11
と
あ
り
、
こ
の
意
味

す
る
所
は
前
漢
時
代
の
「
列
侯
」
は
み
な
「
国
」
と
い
う
「
食
県
」
の
具
体
的

な
場
所
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、『
漢
書
』「
王
子
侯
表
上
」
の

（
唐
）
顔
師
古
注
に
「
侯
所
食
邑
、
皆
書
其
郡
県
於
下
。
其
有
不
書
者
、
史
失

之
也
」12
と
あ
る
が
、
実
は
「
王
子
侯
表
」
の
み
な
ら
ず
「
高
恵
高
后
文
功
臣

表
」「
景
武
昭
宣
元
成
功
臣
表
」「
外
戚
恩
沢
侯
表
」
な
ど
み
な
同
じ
書
き
方
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
『
漢
書
』
の
「
侯
」
表
に
「
食
邑
」
の
所
在
す
る
具
体
的
な

場
所
の
地
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
前
漢
の
「
侯
」
は
殆
ん
ど
封

王莽一族「侯」「公」「王」の名前と封国関係一覧（「外戚恩沢侯表」により）
年代 侯名 姓名 世代 封国所在郡名 封国所在県・郷名 出典

前　

漢　

の　

元　

帝　

期

「新都侯」 王莽 本人 「南陽」 新野県、新都郷 外戚恩
沢侯表

「陽平侯」 王禁 祖父 「東郡」 陽平県 同上

「安成侯」 王崇 叔父 「汝南」 安成県 同上

「平阿侯」 王譚 叔父 「沛」 平阿県 同上

「成都侯」 王商 叔父 「山陽」 成武県か 同上

「紅陽侯」 王立 叔父 「南陽」 紅陽県 同上

「曲陽侯」 王根 叔父 「九江」 曲陽県 同上

「高平侯」 王逢 叔父 「臨淮」 高平県 同上

王　

莽　

期
13

「衍功侯」 王光 兄子 王莽伝

「功崇公」 王宗 孫 同上

「褒新侯」
「新嘉辟」
「新遷王」

王安 三子 同上

「賞都侯」
「統義陽王」王臨 四子 同上

「功修公」 王興 庶子 同上

「功崇公」 王匡 庶子 同上

「説徳侯」 王林 従弟子 同上

一
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国
所
在
地
の
地
名
に
関
わ
る
名
で
命
名
さ
れ
て
い
る
が
王
莽
の
時
代
か
ら
そ

の
命
名
は
地
名
か
ら
離
れ
る
傾
向
が
現
わ
れ
て
き
た
。
王
莽
一
族
の
な
か
に

「
侯
」「
公
」「
王
」
の
名
前
と
封
国
関
係
を
例
と
し
て
あ
げ
て
お
く
。

「
王
莽
一
族
「
侯
」「
公
」「
王
」
の
名
前
と
封
国
関
係
一
覧
」
表
で
わ
か
る

の
は
前
漢
時
代
に
お
い
て
列
侯
の
名
前
は
基
本
的
に
封
国
の
地
名
と
一
致
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
王
莽
期
に
な
る
と
「
侯
」「
公
」「
王
」
の
名

前
は
美
号
だ
け
で
、
す
な
わ
ち
封
国
と
は
直
接
な
つ
な
が
り
が
な
く
な
っ
て
い

る
。
表
に
現
し
た
王
莽
が
自
分
の
子
孫
に
「
侯
」「
公
」「
王
」
を
封
じ
た
こ
と

に
つ
い
て
、「
王
莽
伝
」
に
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

始
建
国
元
年
正
月
朔
に
「
そ
も
そ
も
莽
の
妻
は
宜
春
侯
王
氏
の
女
で
あ
っ
た

が
、
今
や
立
っ
て
皇
后
と
な
っ
た
。
も
と
も
と
四
人
の
男
子
を
生
み
、
宇
・

獲
・
安
・
臨
と
名
づ
け
た
。
初
め
の
二
人
は
前
に
誅
殺
さ
れ
、
安
は
い
さ
さ
か

薄
ぼ
ん
や
り
あ
っ
た
の
で
、
や
む
を
得
ず
臨
を
皇
太
子
と
し
、
安
を
新
嘉
辟
と

し
、
宇
の
子
六
人
を
封
じ
て
、
千
を
功
隆
公
、
寿
を
功
明
公
、
吉
を
功
成
公
、

宗
を
功
崇
公
、
世
を
功
昭
公
、
利
を
功
著
公
と
し
た
。
天
下
に
大
赦
令
を
下
し

た
（
初
、
莽
妻
宜
春
侯
王
氏
女
、
立
為
皇
后
。
本
生
四
男
、
宇
・
獲
・
安
・

臨
。
二
子
前
誅
死
、
安
頗
荒
忽
、
乃
以
臨
為
皇
太
子
、
安
為
新
嘉
辟
。
封
宇
子

六
人
、
千
為
功
隆
公
、
寿
為
功
明
公
、
吉
為
功
成
公
、
宗
為
功
崇
公
、
世
為
功

昭
公
、
利
為
功
著
公
。
大
赦
天
下
）」

注
目
す
る
べ
き
な
の
は
王
莽
が
子
孫
に
封
じ
た
「
侯
」「
公
」「
王
」
の
名
前

は
、「
新
嘉
」「
新
遷
」「
統
義
陽
」「
褒
新
」「
説
徳
」「
功
隆
」「
功
明
」「
功
成
」

「
功
崇
」「
功
昭
」「
功
著
」
等
す
べ
て
地
名
と
し
て
確
認
で
き
な
い
こ
と
で
あ

る
14

。
ま
た
、
侯
の
名
の
多
く
に
「
功
」
と
名
付
け
た
こ
と
は
、
や
は
り
王
莽

が
封
国
に
た
い
し
て
の
爵
を
授
予
す
る
原
則
は
、
上
述
し
た
「
私
恩
」
に
反
対

し
て
き
た
彼
の
自
己
主
張
と
一
致
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
王
莽
が
前
漢
に
創
ら

れ
た
封
国
制
に
た
い
し
て
「
私
恩
」
に
よ
っ
て
封
ず
る
部
分
に
反
対
し
、「
功
」

に
よ
っ
て
の
封
国
制
改
革
を
目
指
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、「
王
莽

伝
上
」
に
よ
る
と
「
褒
新
侯
」
王
安
や
「
賞
都
侯
」
王
臨
の
侯
名
と
封
国
領
土

と
も
平
帝
の
と
き
す
で
に
存
在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
王
莽

が
地
名
と
侯
名
を
分
け
る
動
き
は
、
遅
く
と
も
前
漢
の
後
期
に
は
始
ま
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
が
、「
新
」
帝
国
の
成
立
し
た
あ
と
、
王
莽
が
そ
の
や
り
方
を
拡

大
し
、
む
し
ろ
常
態
化
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

そ
の
侯
名
と
地
名
と
が
分
離
し
て
い
く
こ
と
の
意
義
は
看
過
す
べ
き
で
は
な

く
、
な
ぜ
な
ら
ば
そ
れ
が
の
ち
に
封
国
を
「
空
名
」
化
し
て
い
く
改
革
の
一
環

で
あ
っ
た
と
い
え
る
か
ら
だ
。

　

４
・
２　
「
封
拜
」
と
い
う
爵
官
合
一
の
措
置

『
漢
書
』「
王
莽
伝
中
」
の
冒
頭
に
「
始
建
国
元
（
９
）
年
正
月
朔
、
莽
は
公

侯
卿
士
を
帥
い
皇
太
后
の
璽
印
と
そ
の
韍
を
奉
じ
て
上
太
皇
太
后
に
た
て
ま
つ

り
、
符
命
に
順
う
て
、
漢
の
国
号
を
廃
止
し
た
（
莽
帥
公
侯
卿
士
奉
皇
太
后
璽

韍
、
上
太
皇
太
后
、
順
符
命
、
去
漢
号
焉
）」
と
記
し
た
よ
う
に
、
王
莽
は
よ

う
や
く
漢
朝
の
国
号
を
廃
し
て
自
ら
皇
帝
と
な
り
、「
新
（
莽
）」
帝
国
を
建
立

し
た
。
そ
の
際
に
、
王
莽
の
第
一
の
仕
事
は
新
し
い
封
爵
制
を
創
出
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
大
体
、
新
宗
室
・
旧
宗
室
・「
輔
臣
」
の
封
爵
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

一
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符
命
に
よ
っ
て
「
新
」
帝
国
の
「
輔
臣
」
と
よ
ば
れ
る
朝
廷
の
上
層
11
名
の

大
臣
ら
に
官
職
と
爵
位
と
を
同
時
に
「
封
拝
」
し
た
。

「
輔
佐
の
臣
が
み
な
封
拜
せ
ら
れ
た
。
太
傅
・
左
輔
・
驃
騎
将
軍
安
陽
侯
王

舜
を
太
師
と
し
て
︐
安
新
公
に
封
じ
、
大
司
徒
就
徳
侯
平
晏
を
太
傅
・
就
新
公

と
し
、
少
阿
・
羲
和
・
京
兆
尹
紅
休
侯
劉
歆
を
国
師
・
嘉
新
公
と
し
、
広
漢
郡

梓
潼
県
の
哀
章
を
国
将
・
美
新
公
と
し
て
、
こ
れ
を
四
輔
と
称
し
、
そ
の
位
を

上
公
と
し
た
。
太
保
・
後
丞
承
陽
侯
甄
邯
を
大
司
馬
・
承
新
公
と
し
、
丕
進
侯

王
尋
を
大
司
徒
・
章
新
公
と
し
、
歩
兵
将
軍
成
都
侯
王
邑
を
大
司
空
・
隆
新
公

と
し
て
、
こ
れ
を
三
公
と
称
し
た
。
大
阿
・
右
拂
・
大
司
空
・
衛
将
軍
広
陽
侯

甄
豊
を
更
始
将
軍
・
広
新
公
と
し
、
京
兆
の
王
興
を
衛
将
軍
・
奉
新
公
と
し
、

軽
車
将
軍
成
武
侯
孫
建
を
立
国
将
軍
・
成
新
公
と
し
、
京
兆
の
王
盛
を
前
将
軍
・

崇
新
公
と
し
て
、
こ
れ
を
四
将
と
称
し
、
都
合
十
一
公
を
封
じ
た
（
輔
臣
皆
封

拜
。
以
太
傅
・
左
輔
・
驃
騎
将
軍
安
陽
侯
王
舜
為
太
師
、
封
安
新
公
。
大
司
徒

就
徳
侯
平
晏
為
太
傅
、
就
新
公
。
少
阿
・
羲
和
・
京
兆
尹
紅
休
侯
劉
歆
為
国
師
、

嘉
新
公
。
広
漢
梓
潼
哀
章
為
国
将
、
美
新
公
。
是
為
四
輔
、
位
上
公
。
太
保
・

後
承
承
陽
侯
甄
邯
為
大
司
馬
、
承
新
公
。
丕
進
侯
王
尋
為
大
司
徒
、
章
新
公
。

歩
兵
将
軍
成
都
侯
王
邑
為
大
司
空
、
隆
新
公
。
是
為
三
公
。
大
阿
・
右
拂
・
大

司
空
・
衛
将
軍
広
陽
侯
甄
豊
為
更
始
将
軍
、
広
新
公
。
京
兆
王
興
為
衛
将
軍
、

奉
新
公
。
軽
車
将
軍
成
武
侯
孫
建
為
立
国
将
軍
、
成
新
公
。
京
兆
王
盛
為
前
将

軍
、
崇
新
公
。
是
為
四
将
。
凡
十
一
公
）。」

こ
こ
で
注
目
す
る
べ
き
な
の
は
、
第
一
に
、「
新
」
帝
国
を
建
立
し
て
、
新

旧
の
宗
室
と
「
輔
臣
」
に
み
な
爵
位
を
封
じ
た
が
、
孺
子
の
「
定
安
公
」
を
除

い
て
は
一
切
、
封
土
や
封
国
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
。
第
二
に
、
孺
子
を

「
定
安
公
」
に
封
じ
て
「
計
一
万
戸
、
方
百
里
の
地
を
も
っ
て
定
安
公
の
国
と
」

し
た
が
、
胡
三
省
の
注
か
ら
判
断
で
き
る
よ
う
に
「
此
皆
空
言
耳
」
だ
っ
た
こ

と
。
第
三
に
、「
輔
佐
の
臣
が
み
な
封
拜
せ
ら
れ
た
」
こ
と
に
よ
り
、「
封
」
爵

と
「
拜
」
官
と
が
合
一
し
て
い
く
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
等
で
あ
る
。

　

４
・
３　

平
和
的
な
新
旧
封
王
制
の
交
代

「
王
莽
伝
中
」
の
記
載
で
始
建
国
元
（
９
）
年
、
王
莽
が
「
天
二
日
無
く
、

土
二
王
無
き
は
、
百
王
の
不
易
の
道
也
。
漢
氏
、
諸
侯
或
い
は
王
と
称
し
、
四

夷
に
至
る
も
亦
た
之
の
如
く
、
古
典
に
違
い
、
一
統
に
繆
（
も
と
）
る
」
と
臣

下
た
ち
に
言
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
ま
た
「
其
れ
諸
侯
王
の
号
を
定
め
皆
公
と

称
し
、
及
び
四
夷
号
を
僭
し
て
王
と
称
す
者
、
皆
更
め
て
侯
と
為
す
（
其
定
諸

侯
王
之
号
皆
称
公
、
及
四
夷
僭
号
称
王
者
皆
更
為
侯
）」
と
い
う
政
策
を
出
し

た
。「

新
」
帝
国
が
建
立
し
た
初
年
に
出
さ
れ
た
こ
の
政
策
は
た
し
か
に
実
施
さ

れ
た
。
一
例
を
あ
げ
て
み
る
と
、
斉
悼
恵
王
の
劉
肥
は
高
帝
の
子
と
し
て
高
帝

六
（
前
２
０
１
）
年
に
立
っ
た
。
こ
の
斉
王
国
は
劉
邦
が
封
じ
た
同
姓
諸
王
国

の
な
か
、
最
大
の
国
で
あ
っ
た
。
の
ち
に
呂
后
が
専
権
し
た
と
き
四
つ
に
分
か

れ
、
文
帝
の
と
き
さ
ら
に
七
つ
の
諸
侯
国
に
分
か
れ
た
15

。『
漢
書
』「
諸
侯
王

表
」
に
斉
王
国
が
十
世
ま
で
伝
え
ら
れ
た
が
、
王
莽
に
よ
っ
て
滅
亡
さ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
「
十
世
。
鴻
嘉
二
年
、
哀
王
雲
嗣
、
一
年
薨
、
亡
後
。
永
始
元

年
、
王
俚
以
雲
弟
紹
封
、
二
十
五
年
、
王
莽
纂
位
、
貶
為
公
、
明
年
廃
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
斉
王
は
漢
の
成
帝
鴻
嘉
二
（
前
19
）
年
に
十
世
斉
王

一
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と
な
っ
た
が
、
そ
の
末
王
の
劉
俚
が
永
始
元
（
前
16
）
年
に
封
じ
ら
れ
て
か
ら

二
十
五
年
を
経
て
、
つ
い
に
王
莽
の
始
建
国
元
（
９
）
年
に
「
貶
さ
れ
て
公
と

為
」
っ
た
。
勿
論
、
斉
王
封
国
の
崩
壊
は
孤
例
で
は
な
く
、
同
じ
よ
う
な
多
数

の
例
を
並
べ
る
と
左
表
と
な
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
王
莽
が
「
新
」
帝
国
を
建
立
し
た
と
き
、
そ
も
そ
も
劉

姓
諸
侯
王
の
殆
ん
ど
は
「
政
事
に
與
ら
ぬ
」
と
な
っ
て
お
り
、
残
っ
た
一
部
の

『漢書』「諸侯王表」にみられる王莽より王国へ「貶」と「廃」
封国 継承関係 備考

1 斉王国 十世：鴻嘉二年，哀王雲嗣，一年薨，亡後。永
始元年，王俚以雲弟紹封，二十五年，王莽纂位，
貶為公，明年廃。

2 済北王国 九世：建平四年，王永嗣，十二年，王莽纂位，
貶為公，明年廃。

3 梁王国 八世：陽朔元年，王立嗣，二十七年，元始三年，
有罪，廃，徙漢中，自殺。元始五年二月丁酉，
王音以孝王玄孫之曽孫紹封，五年，王莽纂位，
貶為公，明年廃。

4 代王国 八世：広宗。元始二年四月丁酉，王如意以孝王
玄孫之子紹封，七年，王莽纂位，貶為公，明年廃。

5 河間王国 九世：建平二年，王尚嗣，十四年，王莽纂位，
貶為公，明年廃。

6 魯王国 六世：建平三年六月辛卯，王閔以頃王子郚郷侯
紹封，十三年，王莽纂位，貶為公，明年，献神
書言莽徳，封列侯，賜姓王。

ここで「廃」と記しない
が「封列侯，賜姓王」と
いうのは王氏の侯となっ
たが劉氏の王国としては
「滅」したのは違いない16。

7 江都王国 五世：広世。元始二年四月丁酉，王宮以易王庶
孫盱眙侯子紹封，五年，王莽纂位，貶為公，明
年廃。

8 趙王国 七世：元延三年，王隠嗣，十九年，王莽纂位，
貶為公，明年廃。

9 長沙王国 九世：居摂二年，舜嗣，二年，王莽纂位，貶為
公，明年廃。

10 中山王国 九世：広平。建平三年正月壬寅，王漢以夷王弟
紹封，十三年，王莽纂位，貶為公，明年廃。

11 広川王国 七世：居摂元年，王赤嗣，三年，王莽纂位，貶
為公，明年廃。

12 膠東王国 八世：陽朔二年，王育嗣，三十三年，王莽纂位，
貶為公，明年廃。

13 六安王国 五世：陽朔二年，王育嗣，三十三年，王莽纂位，
貶為公，明年廃。

14 常山王国 九世：綏和二年，王楊嗣，十六年，王莽纂位，
貶為公，明年廃。

15 泗水王国 五世：元廷三年，王靖嗣，十九年，王莽纂位，
貶為公，明年廃。

16 燕王国 七世：建平四年，王嘉嗣，十二年，王莽纂位，
貶為公，明年廃。

17 広陵王国 六世：居摂二年，王宏嗣，三年，王莽纂位，貶
為公，明年廃。

18 高密王国 四世：鴻嘉元年，王慎嗣，二十九年，王莽纂位，
貶為公，明年廃。

19 淮陽王国 五世：元寿二年，王縯嗣，十九年，王莽纂位，
貶為公，明年廃。

20 中山王国 元始元年二月丙辰，王成都以思王孫桃郷頃侯宣
子立，奉中山孝王後，八年，王莽纂位，貶為公，

明年，献書言莽徳，封列侯，賜姓王。

「封列侯，賜姓王」

21 楚王国 五世：元寿元年，王紆嗣，十年，王莽纂位，貶
為公，明年廃。

22 信都王国 綏和元年十一月壬子，王景以孝王孫立為定陶王，
奉恭王後，三年，建平二年，徙信都，十三年，
王莽纂位，貶為公，明年廃。
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王
も
す
で
に
弱
体
化
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
弱
い
旧
劉
氏
宗
室

の
諸
侯
王
に
対
し
て
「
貶
」
し
て
「
廃
」
す
る
と
い
う
政
策
を
行
っ
た
。
こ
こ

で
の
「
王
莽
纂
位
」
は
王
莽
始
建
国
元
（
９
）
年
に
建
国
し
た
こ
と
を
指
し

て
、
表
で
あ
ら
わ
し
た
よ
う
に
考
証
で
き
る
旧
劉
氏
の
王
国
は
少
な
く
と
も
22

国
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
封
国
を
滅
ぼ
し
た
の
は
、
政
権
交
代
に
よ
る
必
然
的
な

措
置
だ
と
は
い
え
、
王
莽
が
柔
軟
な
や
り
方
で
ま
ず
「
貶
」
し
て
一
年
置
い

て
、
お
そ
ら
く
臣
や
民
の
反
応
を
み
て
特
に
反
発
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
翌
年

に
「
廃
」
に
ま
で
至
り
、
平
和
的
に
旧
王
朝
の
地
方
領
土
経
営
の
二
大
柱
の
一

本
と
い
え
る
王
国
を
徹
底
的
に
消
滅
さ
せ
た
。
そ
の
次
に
は
も
う
一
本
の
柱
と

な
っ
た
侯
国
の
消
滅
も
、
ま
も
な
く
実
現
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

『
漢
書
』「
王
子
侯
表
」
に
み
ら
れ
る
王
莽
よ
り
「
王
子
侯
」
を
「
絶
」
す
る

例
（
文
末
の
附
表
「『
漢
書
』「
王
子
侯
表
」
み
ら
れ
る
王
莽
よ
り
「
王
子
侯
」

を
「
絶
」
す
る
例
」
を
み
る
）
は
筆
者
の
統
計
に
よ
る
と
総
計
２
０
７
人
と
な

り
、
そ
の
数
は
前
漢
時
代
４
２
９
人
の
王
子
侯
総
数
の
4
８
・
２
％
、
す
な
わ

ち
約
半
数
を
占
め
る
。

以
上
の
よ
う
に
王
莽
が
「
新
」
帝
国
を
建
立
し
た
初
期
、
王
氏
一
族
の
新
し

い
宗
室
を
組
み
立
て
る
と
同
時
に
、
旧
劉
氏
宗
室
を
流
血
を
伴
わ
ず
に
消
滅
さ

せ
た
こ
と
は
中
国
歴
史
上
に
も
ほ
ぼ
前
例
な
い
こ
と
を
実
現
し
た
と
い
え
る
。

も
う
一
方
で
は
新
し
い
封
爵
制
を
創
出
し
た
。
王
莽
は
旧
宗
室
に
た
い
し
て

も
う
一
つ
の
柔
軟
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
す
な
わ
ち
劉
氏
宗
室
の
次
世
代
の
皇

帝
予
定
者
の
孺
子
を
「
定
安
公
と
し
て
、
永
く
新
皇
室
の
賓
客
と
し
よ
う
」
と

し
た
。「
平
原
・
安
徳
・
漯
陰
・
鬲
・
重
丘
の
計
一
万
戸
、
方
百
里
の
地
を
も
っ

て
定
安
公
の
国
と
す
る
。
漢
の
祖
宗
の
廟
を
そ
の
国
内
に
立
て
、
周
の
後
裔
と

並
ん
で
、
漢
の
正
朔
・
服
色
を
施
行
せ
よ
」（「
王
莽
伝
中
」）
と
し
た
。
た
し

か
に
そ
れ
は
『
資
治
通
鑑
』「
漢
紀
」
二
十
九
に
あ
る
胡
三
省
の
注
に
「
此
皆

空
言
耳
」17
と
あ
る
通
り
で
あ
る
が
、
本
研
究
と
し
て
は
こ
れ
こ
そ
王
莽
が
封

国
制
を
「
空
名
」
化
す
る
改
革
の
一
環
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

要
す
る
に
、
上
の
史
料
を
本
論
の
冒
頭
に
出
し
た
「
莽
が
空
言
を
好
み
、
古

法
を
慕
い
、
人
に
封
爵
を
与
え
る
こ
と
の
多
か
っ
た
の
も
、
実
は
本
性
が
吝
嗇

だ
か
ら
で
あ
り
、
地
理
制
度
が
ま
だ
定
ま
ら
な
い
こ
と
に
託
け
た
に
す
ぎ
ず
、

そ
れ
ゆ
え
と
に
か
く
ま
ず
茅
土
を
授
け
て
、
封
ぜ
ら
れ
る
者
を
慰
（
な
ぐ
さ
）

め
ま
た
喜
ば
せ
た
の
で
あ
る
」
と
い
う
史
料
と
比
べ
る
と
、
こ
こ
で
新
宗
室
・

旧
宗
室
・「
輔
臣
」
の
封
爵
は
い
ず
れ
も
爵
名
の
み
あ
た
え
る
「
空
言
」
だ
っ

た
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
「
拜
」
官
と
は
実
の
官
職
だ
が
、「
封
」
爵
と
は
空

名
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

５　

王
莽
の
封
国
改
革
の
特
徴
と
意
義

　

５
・
１　

次
第
に
破
綻
し
た
封
国
制
を
修
復
す
る
特
徴

上
述
し
た
王
莽
の
封
国
改
革
を
ま
と
め
て
み
れ
ば
、
そ
の
進
行
プ
ロ
セ
ス
に

は
以
下
の
よ
う
な
段
階
性
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
第
一
段
階
の
前
漢
末
の
平
帝

元
始
元
（
１
）
年
か
ら
居
摂
三
（
８
）
年
ま
で
は
改
革
の
前
期
で
あ
り
、
そ
こ

に
お
い
て
は
外
戚
勢
力
の
弾
圧
と
宗
室
勢
力
を
「
衆
建
」
し
た
と
い
う
特
徴
が

あ
る
。
第
二
段
階
の
「
新
」
帝
国
建
立
し
た
始
建
国
元
（
９
）
年
か
ら
天
凰
３

（
16
）
年
ま
で
は
「
封
拝
」
の
職
・
爵
合
一
と
「
授
国
」
せ
ず
と
い
う
前
漢
の

一
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封
国
制
を
潰
し
た
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
第
三
段
階
の
天
凰
４
（
17
）
年
か
ら

地
皇
４
（
23
）
年
ま
で
は
既
定
の
２
つ
の
改
革
措
置
を
施
行
し
な
が
ら
、
封
国

を
完
全
に
「
空
名
」
化
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

　

５
・
２　

王
莽
封
国
制
改
革
の
後
時
代
へ
の
影
響

『
三
国
志
』「
魏
書
、
武
帝
纪
」
に
建
安
二
十
（
２
１
５
）
年
「
冬
十
月
、
始

め
て
名
号
を
置
き
、
侯
、
五
大
夫
に
至
り
（
冬
十
月
、
始
置
名
号
侯
至
五
大

夫
）」
と
あ
り
、
す
な
わ
ち
、
後
漢
末
、
曹
操
は
列
侯
・
関
内
侯
の
下
に
名
号

侯
十
八
級
、
中
侯
十
七
級
、
関
外
侯
十
六
級
、
五
大
夫
侯
十
五
級
を
置
き
、
当

時
の
蜀
・
呉
両
国
を
所
轄
す
る
邑
名
を
之
に
封
じ
て
、「
楚
漢
の
際
」
の
「
或

空
受
爵
」
の
よ
う
に
受
爵
者
は
「
名
号
」
だ
け
を
受
け
て
「
邑
地
」
を
受
け
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
南
朝
の
宋
の
裴
松
之
の
注
で
は
こ
の
「
名
号
侯
」
制
を

「
虚
封
」
と
呼
び
始
め
た
18

。
ま
た
、
次
に
挙
げ
る
の
は
三
国
魏
初
期
の
例
で

あ
る
。

『
三
国
志
』「
魏
書
、
武
文
世
王
公
伝
」
に
「
魏
氏
の
王
公
、
み
な
徒
だ
国
土

の
名
有
あ
る
の
み
し
て
社
稷
の
実
無
き
（
魏
氏
王
公
、
既
徒
有
国
土
之
名
、
而

無
社
稷
之
実
）」
と
あ
り
、
注
に
引
く
『
袁
子
』
に
「
魏
、
興
り
、
大
乱
の
後

を
承
り
、
民
人
損
減
し
、
則
る
に
古
を
以
て
始
め
る
可
か
ら
ず
。
是
に
於
い
て

侯
王
を
封
建
し
、
皆
な
地
に
寄
せ
し
む
、
空
名
に
し
て
其
実
無
し
。
王
国
、
老

兵
百
余
人
有
ら
い
の
以
て
其
国
を
衞
る
。
王
侯
の
号
有
る
と
雖
も
、
而
し
て
乃

ち
匹
夫
た
る
に
儕
し
。（
魏
興
、
承
大
乱
之
後
、
民
人
損
減
、
不
可
則
以
古
始
。

於
是
封
建
侯
王
、
皆
使
寄
地
、
空
名
而
無
其
実
。
王
国
使
有
老
兵
百
餘
人
、
以

衞
其
国
。
雖
有
王
侯
之
号
、
而
乃
儕
為
匹
夫
）」
と
あ
る
。

こ
こ
で
の
「
其
実
無
」
き
王
や
公
の
「
国
」
と
は
「
空
名
」
で
し
か
な
く
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
以
上
に
論
じ
た

よ
う
に
、
王
莽
は
「
多
く
人
に
爵
を
封
じ
」
て
も
「
未
だ
国
邑
を
授
け
」
ざ
る

仕
方
は
、
ま
さ
に
漢
末
曹
魏
時
代
の
「
空
名
」
封
国
制
の
お
手
本
と
い
え
よ
う
。

さ
ら
に
「
唐
宋
以
下
、
封
国
但
だ
空
名
を
取
り
、
而
し
て
其
の
地
有
ら
ず
（
唐

宋
以
下
、
封
国
但
取
空
名
、
而
不
有
其
地
）」19
な
っ
た
時
代
に
も
影
響
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

５
・
３　

王
莽
「
空
名
」
化
封
国
制
改
革
の
意
義

王
莽
が
外
戚
勢
力
を
弾
圧
し
た
の
は
前
漢
の
武
帝
か
ら
の
や
り
方
の
延
長
と

し
て
、
後
漢
時
代
前
期
ま
で
影
響
す
る
に
至
っ
た
。
彼
が
ま
た
「
衆
建
諸
侯
」

と
い
う
前
漢
の
や
り
方
を
活
か
し
て
、「
四
夷
」
ま
で
拡
大
し
た
宗
室
諸
侯
を

減
滅
し
た
の
も
、
の
ち
の
時
代
の
中
華
帝
国
を
中
心
と
し
た
東
ア
ジ
ア
の
宗
主

冊
封
制
の
発
端
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
封
拝
」
の
職
・
爵
合
一
す
る
や

り
方
を
常
態
化
し
て
い
た
の
は
秦
漢
以
来
の
民
爵
・
軍
功
爵
・
士
大
夫
爵
制
を

活
か
し
た
結
果
で
あ
り
、
後
の
時
代
の
職
・
爵
合
一
制
度
へ
の
影
響
が
あ
る
。

封
国
制
を
「
空
名
」
化
し
た
の
は
、
後
漢
末
な
い
し
唐
宋
以
降
封
国
の
「
空
名
」

化
に
繋
が
っ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

つ
ま
り
、
王
莽
封
国
改
革
は
周
王
朝
の
古
典
的
な
「
五
等
爵
」
制
度
の
名
義

を
う
ま
く
利
用
し
、
す
な
わ
ち
儀
式
だ
け
「
復
古
」
し
た
が
、
実
際
に
中
身
は

す
べ
て
前
漢
帝
国
で
創
造
さ
れ
た
封
国
制
の
破
綻
に
対
す
る
秦
漢
以
来
の
爵
位

制
を
活
用
し
た
改
善
策
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
こ
の
王
莽
「
空
名
」
化
封
国
制
改

革
は
、
後
の
２
０
０
０
年
に
わ
た
っ
て
中
華
帝
国
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
全
体
に
非
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常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
た
と
い
う
歴
史
的
な
位
置
付
け
を
下
し
た
い
。

６　

お
わ
り
に

封
国
制
は
前
漢
帝
国
（
前
２
０
６
～
８
）
に
創
造
さ
れ
た
地
方
領
土
経
営
の

最
重
要
政
策
で
あ
る
が
、
統
一
帝
国
の
中
央
集
権
体
制
の
課
題
で
も
あ
っ
た
。

封
国
制
の
地
方
経
営
役
を
活
か
し
つ
つ
も
中
央
政
権
に
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う

に
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
前
漢
政
権
を
交
代
し
た
「
新
（
莽
）」
帝
国
の
皇
帝

王
莽
が
直
面
す
る
難
問
と
な
っ
た
。
本
文
で
は
王
莽
が
ど
の
よ
う
に
前
漢
末
期

に
存
在
し
て
い
た
旧
宗
室
・
外
戚
・
官
僚
な
ど
の
三
つ
の
封
国
と
ぶ
つ
か
り
、

ど
の
よ
う
に
旧
宗
室
封
国
を
「
絶
」
し
て
新
宗
室
封
国
を
弱
体
化
し
、
外
戚
封

国
を
滅
ぼ
し
、
官
僚
封
国
を
利
用
し
た
の
か
に
つ
い
て
そ
の
経
緯
を
明
ら
か
に

し
た
上
で
、
ど
の
よ
う
に
前
漢
時
代
に
お
け
る
「
空
名
」
封
国
の
特
例
を
真
似

て
封
国
制
の
一
部
を
架
空
す
る
恒
例
と
し
て
「
空
名
」
化
制
度
改
革
を
試
し
た

か
と
い
う
特
徴
を
解
明
し
た
。
ま
た
、
こ
の
改
革
は
途
中
で
帝
国
の
滅
亡
に
と

も
に
失
敗
し
た
が
、
後
の
時
代
の
価
値
あ
る
お
手
本
と
な
っ
た
こ
と
に
も
言
及

し
た
。

【附表】
 『漢書』「王子侯表」みられる王莽より「王子侯」を「絶」する例

侯名 「王莽篡位，絶」たる事例 出典・備考
徳哀侯 七世：元寿二年五月甲子，侯勲以廣玄孫之孫長安公乗紹封，千

戸，九年，王莽篡位，絶。
中華書局『漢書』
429頁

上高祖（1） 高后・文帝・景帝（0）
臨衆敬侯 七世：侯商嗣，王莽篡位，絶。 440
阿武戴侯 六世：侯長久嗣，王莽篡位，絶。 448
州郷節侯 六世：侯禹嗣，王莽篡位，絶。 449
羽康侯 侯棄嗣，王莽篡位，絶。 452
利昌康侯 六世子：侯換嗣，王莽篡位，絶。 454
公丘夷侯 七世：侯元嗣，王莽篡位，絶。 456
氏節侯 侯酆嗣，王莽篡位，絶。 457
南城節侯 六世：侯友嗣，王莽篡位，絶。 462
臨楽敦侯 侯廣都嗣，王莽篡位，絶。 463
被陽敬侯 六世:侯廣嗣，王莽篡位，絶。 464
定敷侯 定侯乗嗣，王莽篡位，絶。 464
稲夷侯 侯永嗣，王莽篡位，絶。 464
柳康侯陽 六世　侯守嗣，王莽篡位，絶。 465
雲夷侯 侯得之嗣，王莽篡位，絶。 465
牟平共侯 七世　侯隆嗣，王莽篡位，絶。 467
樊輿節侯 侯自予嗣，王莽篡位，絶。 467
夫夷敬侯 六世　侯商嗣，王莽篡位，絶。 469
都梁敬侯 六世　侯佗人嗣，王莽篡位，絶。 469
衆陵節侯 侯骨嗣，王莽篡位，絶。 470
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虖葭康侯 侯永嗣，王莽篡位，絶。 471
虚水康侯 侯敞嗣，王莽篡位，絶。 473
廣饒康侯 甘露元年，侯麟嗣，王莽篡位，絶。 474
缾敬侯成 侯閔嗣，王莽篡位，絶。 474
皋虞煬侯 六世　侯楽嗣，王莽篡位，絶。 476
魏其煬侯

上孝武（25）
侯嘉嗣，王莽篡位，絶。 476

ここより「表下」となり20

松茲戴侯 侯均嗣。王莽篡位，絶者凡百八十一人。 師古注に「此下言
免絶者皆是也」と
ある。483頁

蘭旗頃侯 侯位嗣，絶。 484
容丘戴侯 侯昭嗣，絶。 484
良成頃侯 侯閔嗣，絶。 484
蒲領煬侯 侯京嗣，免。 485
南曲煬侯 侯尊嗣，免。 485
高城節侯 侯馮嗣，免。 485
江陽侯 六年十一月乙丑封，十年，元康元年，坐役使附落免。 486

上孝昭十二（８）
朝陽荒侯（済南） 侯安国嗣，免。 486
平曲節侯（東海） 侯農嗣，免。 486
南利侯（汝南） 七月壬子封，五年，地節二年，坐賊殺人免。 487
安定戻侯（鉅鹿） 侯昱嗣，免。 487
修市原侯（勃海） 侯雲嗣，免。 487
東 昌侯（勃海？） 侯祖嗣，免。 487
新郷侯（勃海？） 侯佟嗣，元始元年上書言王莽宜居摂，莽篡位，賜姓王。 488
東陽節侯（勃海？） 侯伯造嗣，免。 488
新昌節侯（琢） 侯晋嗣，免。 488
邯冓節侯（魏） 侯定嗣，免。 489
楽陽繆侯（常山） 侯鎮嗣，免。 489
桑中戴侯（常山） 元延二年，侯舜以敬弟紹封，十九年免。 489
景成原侯（勃海） 節侯福嗣，免。 490
平隄厳侯（鉅鹿） 侯迺始嗣，免。 490
楽郷憲侯（鉅鹿） 侯地緒嗣，免。 490
高郭節侯（鉅鹿？） 六世　侯発嗣，免。 491
楽望孝侯（北海） 侯起嗣，免。 491
成康侯（北海） 侯新嗣，免。 491
柳泉節侯（南陽） 侯永昌嗣，免。 491
復陽厳侯（南陽） 侯道嗣，免。 492
高城節侯 侯馮嗣，免。 492

海昏侯（豫章） 侯会邑嗣，免，建武後封。 493
曲梁安侯（魏郡） 侯瓠辯嗣，免。 493
楽信頃侯（鉅鹿） 侯渉嗣，免。 494
廣郷孝侯（鉅鹿） 侯充国嗣，免。 494
平利節侯（魏郡） 侯旦嗣，免。 494
平郷孝侯（魏郡） 侯陽嗣，免。 494
西梁節侯（鉅鹿） 侯敞嗣，免。 495
歴郷康侯（鉅鹿） 侯東之嗣，免。 495
陽城愍侯 侯報嗣，免。 495

武陶節侯（鉅鹿） 侯京嗣，免。 496
利郷孝侯（常山） 侯国嗣，免。 496
都郷孝侯（東海） 侯溱嗣，免。 497
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昌慮康侯（泰山） 侯蓋嗣，免。 497
山郷節侯（東海） 侯丘嗣，免。 497
建陵靖侯（東海） 侯連文嗣，免。 497
東安孝侯（東海） 侯抜嗣，免。 498
建陽節侯（東海） 侯並嗣，免。 498
高郷節侯（琅邪） 侯革始嗣，免。 498
茲郷孝侯（琅邪） 侯宇嗣，免。 498
都平愛侯（東海） 侯堪嗣，免。 498
即来節侯（琅邪）

上孝宣（42）
侯欽嗣，免。 498

桃煬侯（鉅鹿） 侯狗嗣，免。 498
安平釐侯（鉅鹿） 侯嘉嗣，免。 500
陽山節侯（桂陽） 侯買奴嗣，免。 500
昆山節侯（琅邪） 侯儀嗣，免。 500
折泉節侯（琅邪） 侯詡嗣，免。 500
博石頃侯（琅邪） 侯獲嗣，免。 500
式節侯（泰山） 元延元（前12）年，侯萌以覇弟紹封，十九年免。 501
臨郷頃侯（涿） 侯交嗣，免。 501
西郷頃侯（涿） 侯景嗣，免。 501
陽郷思侯（涿） 侯度嗣，免。 501
益昌頃侯（涿） 侯福嗣，免。 501
羊石頃侯（北海） 侯順嗣，免。 501
石郷煬侯（北海） 侯建国嗣，免。 501
新城節侯（北海） 侯覇嗣，免。 501
上郷侯(北海) 三月封，三十九年免。 502
于郷節侯(東海) 侯聖嗣，免。 502
石山節侯 釐侯嘉嗣，免。 502
都陽節侯 侯閎嗣，免。 502
参封侯嗣 侯殷嗣，免。 502
襄平侯 五年三月封，四十七年免。 502
鄭頃侯 侯良嗣，免。 503
平楽節侯 侯宝嗣，免。 503

菑郷釐侯(済南) 侯逢喜嗣，免。 503
東郷節侯（沛） 侯護嗣，免。 503
溧陽侯欽（沛） 侯畢嗣，免。 504
高柴節侯（沛） 侯隠嗣，免。 504
臨都節侯 侯息嗣，免。 504
高質侯 侯便翁嗣，免。 504
北郷侯 四年六月封，四十三年免。 504
蘭陵節侯 侯便強嗣，免。 505
廣平節侯 侯徳嗣，免。 505
博郷節侯 侯就嗣，免。 505
栢郷戴侯 侯譚嗣，免。 505
安郷孝侯 侯合衆嗣，免。 505
廣釐侯（斉） 侯宇嗣，免。 505
平節侯（斉） 侯嘉嗣，免。 505
上孝元（36）
順陽侯 正月封，三十九年免。 506
楽陽侯 正月封，三十九年免。 506
平城釐侯 侯理嗣，免。 506
密郷頃侯 侯敞嗣，免。 506
楽都煬侯 侯延年嗣，免。 506
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卑梁侯 正月封，三十九年免。 506
膠陽侯 正月封，三十九年免。 506
武郷侯 侯勁嗣，免。 506
成郷釐侯 侯徳嗣，免。 507
麗茲共侯 侯放嗣，免。 507
廣戚煬侯 子嬰，居摂元年為孺子，王莽篡位，為定安公，莽敗，死。 507
陰平釐侯 侯詩嗣，免。 507

陰平釐侯（承郷） 元始元年二月丙午，侯閟以孝王孫封，八年免。 507
楽平侯（外黄） 元始元年二月丙辰，侯圉以憲王孫封，八年免。 508
楽平侯（高陽） 二月丙辰，侯並以憲王孫封，八年免。 508
楽平侯（平陸） 二月丙辰，侯寵以憲王孫封，八年免。 508
郚郷侯（宰郷） 侯延以頃王孫封，八年免。 509
建郷釐侯 侯自當嗣，免。 509
安丘侯 鴻嘉元年正月癸巳封，二十八年免。 509
栗郷頃侯 侯玄成嗣，免。 509

栗郷頃侯（金郷） 元始元年二月丙辰，侯不害以思王孫封，八年免。 509
栗郷頃侯（平通） 二月丙辰，侯旦以思王孫封，八年免。 510
栗郷頃侯（湖郷） 二月丙辰，侯開以思王孫封，八年免。 510
桑丘侯（陽興） 二月丙辰，侯寄生以思王孫封，八年免。 511
桑丘侯（陵陽） 二月丙辰，侯嘉以思王孫封，八年免。 511
桑丘侯（高楽） 二月丙辰，侯修以思王孫封，八年免。 511
桑丘侯（平邑） 二月丙辰，侯閔以思王孫封，八年免。 512
桑丘侯（平纂） 二月丙辰，侯況以思王孫封，八年免。 512
桑丘侯（合昌） 二月丙辰，侯輔以思王孫封，八年免。 512
桑丘侯（伊郷） 二月丙辰，侯開以思王孫封，八年免。 512
桑丘侯（就郷） 二月丙辰，侯不害以思王孫封，八年免。 513
桑丘侯（膠郷） 二月丙辰，侯武以思王孫封，八年免。 513
桑丘侯（宜郷） 二月丙辰，侯恢以思王孫封，八年免。 513
桑丘侯（昌城） 二月丙辰，侯豊以思王孫封，八年免。 514
桑丘侯（楽安） 二月丙辰，侯禹以思王孫封，八年免。 514
桃郷頃侯 （成帝鴻嘉）二年正月戊子封。侯立嗣，免。 514
新陽頃侯 （成帝鴻嘉二年）五月戊子封。侯級嗣，免。 514
陵石侯 （鴻嘉）四年六月乙巳封，二十五年免。 514
祁郷節侯 永始二年五月乙亥封。侯富嗣，免。 515
富陽侯 三年三月庚申封，二十三年免。 515

曲郷頃侯（済南） 六月辛卯封，十七年薨。侯雲嗣，免。 515
桃山侯 四年五月戊申封，二十一年免。 515
昌陽侯 五月戊申封，二十一年免。 515
臨安侯 五月戊申封，二十一年免。 515

徐郷侯（斉） 元延元年二月癸卯封，二十一年，王莽建国元年，挙兵欲誅莽，死。 516
臺郷侯 （成帝元延）二年正月癸卯封，十八年免。 516

西陽頃侯（東莱） 四月甲寅封。侯偃嗣，免。 516
安国侯 六月丙寅封，十六年免。 516
梁郷侯 六月丙寅封，十六年免。 516
襄郷頃侯 六月丙寅封。侯章嗣，免。 517
容郷釐侯 六月丙寅封。侯弘嗣，免。 517
縕郷侯 六月丙寅封，十六年免。 517
廣昌侯 六月丙寅封，十六年免。 517
都安節侯 六月丙寅封。侯胥嗣，免。 517
楽平侯 六月丙寅封，十六年免。 517
方郷侯 六月丙寅封，十六年免。 517
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庸郷侯 三年七月庚午封，十五年免。 517
上孝成（58）
南昌侯 建平二年五月丁酉封，十二年免。 518
厳郷侯 五月丁酉封，四年，坐父大逆，免，元始元年復封。六年，王莽

居摂二年，東郡太守翟義挙兵，立信為天子，兵敗，死。
518

武平侯 五月丁酉封，四年，坐父大逆，免，元始元年復封，居摂二年挙兵死。 518
陵郷侯 四年三月丁卯封，至王莽六年，挙兵欲誅莽，死。 519
武安侯 三月丁卯封，二年，元寿二年，坐使奴殺人免，元始元年復封，

八年免。
519

湘郷侯 五月丙午封，十一年免。 519
方楽侯 元寿元年五月乙卯封，十一年免。 519
宜禾節侯 二年四月丁酉封。侯恢嗣，免。 520
富春侯 四月丁酉封，十年免。 520

右孝哀（9）
陶郷侯 元始元年二月丙辰封，八年免。 520
釐郷侯 　　　　二月丙辰封，八年免。 520
昌郷侯 　　　　二月丙辰封，八年免。 520
新郷侯 　　　　　二月丙辰封，八年免。 520
郚郷侯 　　　　　二月丙辰封，八年免。 521
新城侯 　　　　　二月丙辰封，八年免。 521
宜陵侯 　　　　　二月丙辰封，八年免。 521
堂郷侯 　　　　　二月丙辰封，八年免。 521
成陵侯 　　　　　二月丙辰封，八年免。 521
成陽侯 　　　　　二月丙辰封，八年免。 521
復昌侯 　　　　　二月丙辰封，八年免。 521
安陸侯 　　　　　　二月丙辰封，八年免。 522
梧安侯 　　　　　　二月丙辰封，八年免。 522
朝郷侯 　　　　　　二月丙辰封，八年免。 522
扶郷侯 　　　　　　二月丙辰封，八年免。 522
方城侯 〔元始〕二年四月丁酉封，七年免。 522
當陽侯 　　　　　　　 四月丁酉封，七年免。 522
廣城侯 　　　　　　　 四月丁酉封，七年免。 523
春城侯 　　　　　　　 四月丁酉封，七年免。 523
昭陽侯 　　　　　 五年閏月丁酉封，四年免。 523
承陽侯 　　　　　　　 閏月丁酉封，四年免。 523
信昌侯 　　　　　　　 閏月丁酉封，四年免。 523
呂郷侯 　　　　　　　 閏月丁酉封，四年免。 523
李郷侯 　　　　　　　 閏月丁酉封，四年免。 524
宛郷侯 　　　　　　　 閏月丁酉封，四年免。 524
寿泉侯 　　　　　　　 閏月丁酉封，四年免。 524
杏山侯

上孝平（28）
閏月丁酉封，四年免。 524
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１ 
前
漢
の
元
帝
以
降
に
な
る
と
、
朝
廷
で
の
国
会
議
論
で
は
合
理
か
不
合
理
か

を
判
断
す
る
基
準
は
古
典
・
古
制
に
合
う
か
ど
う
か
が
も
っ
と
も
基
礎
的
な

標
準
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
当
時
の
時
代
風
潮
と
な
っ
た
。
拙
作
の
「
漢
元
帝

以
降
前
漢
の
「
是
古
非
今
を
好
む
」
改
革
に
つ
い
て
─
新
莽
復
古
改
革
の
由

来
も
含
め
て
─
」『
異
文
化
研
究
』
第
12
号
（
２
０
１
８
年
３
月
）
を
参
照
。

２ 

『
漢
書
』「
諸
侯
王
表
」
に
「
不
與
政
事
」
の
「
與
」
に
つ
い
て
顔
師
古
の
注

に
「
與
読
曰
豫
」
と
あ
り
、
す
な
わ
ち
與
は
豫
と
通
じ
て
あ
ず
か
る
、
か
か

わ
る
意
で
あ
る
。

３ 

内
藤
湖
南
に
「
漢
書
の
表
は
、
大
体
漢
代
の
こ
と
は
史
記
の
表
を
取
り
、
そ

れ
に
書
き
継
い
だ
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
外
に
、
外
戚
恩
沢
侯
表
が
あ
り
、

こ
れ
は
史
記
に
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
前
漢
の
中
頃
以
後
、
外
戚
の
勢
力

が
盛
に
な
っ
た
為
め
、自
然
か
か
る
表
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
ら
う
。」（『
支

那
史
学
史
』
七
「
史
記
漢
書
以
降
の
史
書
の
発
展
」、『
内
藤
湖
南
全
集
』
第

11
巻
ｐ
１
５
７
）
と
い
う
史
評
が
あ
る
。

４ 

『
漢
書
』「
外
戚
恩
沢
侯
表
」
に
よ
れ
ば
封
侯
し
た
の
は
「
孝
恵
子
」
４
人
、

「
帝
舅
」
３
人
、「
帝
舅
子
」
１
人
、「
王
舅
」
３
人
、「
后
父
」５
人
、「
后
兄
」

１
人
、「
后
弟
」
１
人
、「
后
姊
子
」
１
人
、「
太
后
姊
子
」
２
人
、「
太
后
弟
」

３
人
、「
太
后
従
弟
」１
人
、「
太
后
兄
子
」１
人
、「
太
后
昆
弟
子
」４
人
、「
太

太
后
同
母
弟
子
」
１
人
、「
太
太
后
従
父
弟
」
２
人
、「
太
子
外
祖
父
」
１
人
、

「
太
子
外
祖
父
同
産
弟
」２
人
、「
女
孫
為
皇
后
」１
人
、「
皇
考
舅
子
」３
人
、

「
行
謹
重
為
宗
室
率
」
１
人
、
計
41
人
で
あ
る
。

５ 

「
外
戚
恩
沢
侯
表
」
に
「
以
（
某
職
）
侯
」
と
は
必
ず
し
も
み
な
士
大
夫
だ

と
い
え
ず
、
例
え
ば
哀
帝
期
の
董
賢
・
孫
寵
・
息
夫
躬
な
ど
が
あ
る
が
、
彼

ら
は
み
な
血
縁
で
は
な
く
官
爵
に
よ
っ
て
「
侯
」
と
な
っ
た
の
は
確
か
だ
が

一
方
で
、
そ
の
な
か
の
数
多
く
が
士
大
夫
の
出
身
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
重
要

だ
。
ま
た
、「
以
（
某
職
）
侯
」
と
は
、「
以
丞
相
侯
」
以
外
の
職
官
を
以
て

侯
と
な
す
例
も
あ
る
。
例
え
ば
昭
帝
期
の
富
平
侯
張
安
世
は
「
以
右
将
軍
光

禄
勲
輔
政
勤
労
侯
」
と
な
り
、
宣
帝
期
に
お
け
る
将
軍
の
趙
充
国
・
光
禄
大

夫
の
王
遷
・
左
馮
翊
の
田
広
明
・
大
司
農
の
田
延
年
の
便
楽
成
な
ど
は
、
み

な
丞
相
以
外
の
職
で
「
興
大
将
軍
光
定
策
功
侯
」
と
な
っ
た
。

６ 

備
考
欄
の
「
総
数
」
と
は
『
漢
書
』「
外
戚
恩
沢
侯
表
」
に
明
記
し
た
数
（「
随

父
継
世
」
の
者
を
含
む
）
で
あ
る
。

７ 

陳
良
佐
「
西
漢
異
族
封
侯
之
分
析
」『
大
陸
雑
誌
』
40
．
３
（
１
９
７
０
）

を
参
照
。

８ 

呂
思
勉
氏
は
本
論
と
別
の
角
度
か
ら
王
莽
が
外
戚
を
弾
圧
し
た
こ
と
に
関
す

る
議
論
が
あ
り
、
非
常
に
正
論
だ
ろ
う
か
と
思
う
の
で
、
こ
こ
で
引
用
し
て

お
き
た
い
。
彼
は
「
王
莽
為
有
大
志
之
人
。
欲
行
其
所
懷
抱
、
勢
不
能
不
得

政
權
、
欲
得
政
權
、
勢
不
能
無
替
劉
氏
、
欲
替
劉
氏
、
則
排
摒
外
戚
、
誅
鉏

異
己
、
皆
勢
不
能
免
、
此
不
能
以
小
儒
君
臣
之
義
論
也
。
即
以
尋
常
道
德
繩

之
、
後
人
之
責
莽
、
亦
仍
有
過
當
者
。」（『
秦
漢
史
上
』
上
海
古
籍
出
版
社

１
９
８
３
、
第
２
０
２
頁
）
と
論
じ
て
い
る
。

９ 

「
高
恵
高
后
文
功
臣
表
」に「
右
高
祖
百
四
十
七
人
。
周
呂
・
建
成
二
人
在「
外

戚
」、
羹
頡
・
合
陽
・
沛
・
徳
四
人
在
「
王
子
」、
凡
百
五
十
三
人
」
と
あ
る

二
二



よ
う
に
「
功
臣
」
と
し
て
封
じ
ら
れ
た
人
物
が
別
の
身
分
も
あ
っ
た
の
で
他

の
「
表
」
に
分
散
的
に
載
せ
る
が
、
該
当
時
代
に
実
際
の
「
功
臣
」
１
５
３

人
あ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
。
以
下
同
様
。

10 

「
初
始
」
年
号
に
つ
い
て
は
『
資
治
通
鑑
』
は
宋
庠
『
紀
年
通
譜
』
に
従
っ

て
「
始
初
」
と
し
た
が
、
居
延
新
莽
簡
に
「
王
路
堂
免
書
、
初
始
元
年
十
一

月
壬
子
」（『
合
校
』
３
１
２
・
６
）
に
よ
っ
て
『
漢
書
』
に
「
初
始
」
と
い

う
年
号
の
記
載
は
間
違
い
な
い
の
を
証
明
し
た
（
饒
宗
頤　

李
均
明
『
新
莽

簡
輯
證 

補
資
治
通
鑑
史
料
長
編
稿
系
列
』
新
文
豐
出
版
（
台
湾
）
１
９
９

６
「
前
言
」
ｐ
２
）。

11 

『
漢
書
』
中
華
書
局
標
点
本
ｐ
７
４
２
。

12 

『
漢
書
』
中
華
書
局
標
点
本
ｐ
４
２
７
。

13 

こ
こ
で
の
「
王
莽
期
」
と
は
漢
の
平
帝
死
去
し
て
か
ら
の
『
資
治
通
鑑
』
の

紀
年
法
に
よ
っ
て
「
王
莽
居
摂
元
年
（
６
）」～「
王
莽
地
皇
三
年
（
22
）」
と

な
る
。

14 

譚
其
驤
『
中
国
歴
史
地
図
集
（
秦
・
西
漢
・
東
漢
時
期
）』（
地
図
出

版
社
１
９
８
２
）
で
そ
れ
ら
の
「
辟
」「
王
」「
公
」
の
名
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

地
名
で
は
な
い
と
こ
を
確
認
す
る
出
来
た
が
、
一
説
に
よ
っ
て
「
新
嘉
」
と

は
地
名
だ
と
な
る
が
（
例
え
ば
小
竹
武
夫
『
漢
書
』
王
莽
伝
の
訳
に
「
新
嘉

は
地
名
、
山
東
・
滋
陽
」
と
あ
る
）
そ
の
根
拠
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

15 

『
史
記
』「
斉
悼
恵
王
世
家
」
を
参
照
。

16 

王
莽
が
「
賜
姓
王
」
と
い
う
政
策
に
よ
っ
て
旧
劉
氏
王
国
を
「
滅
」

し
た
の
は
、
前
漢
劉
氏
宗
室
を
滅
ぼ
す
手
段
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
詳
し
く
は

拙
論
の「
両
漢
之
際
劉
氏
宗
室
的＂
中
衰
＂与＂
中
興
＂」１
９
９
５
年
10
月『
北

京
師
範
大
学
学
報
』
１
９
９
５
年
第
５
期
を
参
照
。

17 

『
資
治
通
鑑
』
巻
三
十
七
、「
漢
紀
」
二
十
九
、
中
華
書
局
版
ｐ
１
１

７
１
。

18 

『
三
国
志
』「
魏
書
、
武
帝
紀
」
の
注
に
（
南
朝
宋
）
裴
松
之
が
「『
魏

書
』
曰
：
置
名
号
侯
爵
十
八
級
、
関
中
侯
爵
十
七
級
、
皆
金
印
紫
綬
。
又
置

関
内
外
侯
十
六
級
、
銅
印
亀
紐
墨
綬
。
五
大
夫
十
五
級
、
銅
印
環
紐
、
亦
墨

綬
、
皆
不
食
租
、
与
旧
列
侯
関
内
侯
凡
六
等
」
を
引
用
し
て
、「
以
為
今
之

虚
封
蓋
自
此
始
」
と
指
摘
し
た
（
中
華
書
局
『
三
国
志
』
標
点
本
ｐ
46
）。

19 

（
清
）
顧
炎
武
『
日
知
錄
』
卷
十
四
「
封
国
」（（
清
）
黄
汝
成
『
日

知
錄
集
釋
』
岳
麓
書
社
１
９
９
４
年
版
５
１
８
頁
）
を
参
照
。

20 

『
漢
書
』「
王
子
侯
表
下
」
序
文
に
「
元
始
之
際
、
王
莽
擅
朝
、
偽
褒

宗
室
、
侯
及
王
之
孫
焉
。〔
師
古
曰
く
「
王
之
孫
亦
得
封
侯
、
謂
承
郷
侯
閟

以
下
是
也
。」〕
居
摂
而
愈
多
、非
其
正
、故
弗
録
。〔
師
古
曰
く
「
王
莽
所
封
、

故
不
以
為
正
也
。」〕
旋
踵
亦
絶
、
悲
夫
」
と
あ
る
。
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